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「障害」に係る「がい」の字に対する取扱いについて 

  

「鹿角市障がい者計画」では、本文中に「障害」（すべて漢字）と「障

がい」（害をひらがな）の２種類の表記を使用しています。 

これは、「害」という字が持つマイナスイメージにより、差別や偏見

を助長するという考え方があるためですが、障害の「害＝ハンディ」は

社会が作る「障害（障壁）」であるという「社会モデル」の考え方を否

定するものではありません。 

なお、法律や制度に基づくサービス名等の固有名詞及び引用文は「障

害」（すべて漢字）と表記しています。 



 

 

 



 

序 章 

第７期鹿角市障がい福祉計画 及び 

第３期鹿角市障がい児福祉計画の概要 
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本市では、「鹿角市障がい者計画」を策定し、“共に生きる地域社会の実現”を

基本理念に掲げ、時代のニーズに即した福祉のまちづくりに向け、障がい福祉施

策を展開しているところです。 

平成 18 年 4 月に施行された障害者自立支援法は、平成 25 年度に障害者の

日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（以下「障害者総合支援法」

という。）へと改正され、法に基づく日常生活・社会生活の支援が、共生社会を

実現するための社会参加の機会の確保及び地域社会における共生と、社会的障

壁の除去に資するよう、総合的かつ計画的に行われることとされ、新たな障がい

福祉施策が講じられました。 

また、平成 28 年の改正障害者総合支援法と改正児童福祉法（平成 30 年４

月１日施行）では、障がいのある人が自ら望む地域生活を営むことができるよう、

「生活」と「就労」に対する支援の一層の拡充や、障がいのある高齢者に対し介

護保険サービスの円滑な利用を促進するための見直しを行うとともに、障がい

児支援のニーズの多様化にきめ細やかに対応するための支援の拡充が求められ

ることとなりました。 

さらに、平成 29年の介護保険法と障害者総合支援法の一部改正（平成 30年

４月１日施行）では、介護保険と障がい福祉制度に、障がい児者と高齢者が同一

事業所でサービスを受けやすくするため新たに共生型サービスが追加され、地

域包括ケアシステムの強化が求められました。 

この様な背景を踏まえ、障がいのある人が安心して、生きがいをもって生活で

きる地域社会の実現を目指す「第６期鹿角市障がい者計画」のもと、必要とされ

る障害福祉サービスや相談支援が身近な地域において提供されるよう、「第７期

鹿角市障がい福祉計画」及び「第３期鹿角市障がい児福祉計画」を策定するもの

です。 

 

 

  

１ 計画策定の趣旨 
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 この計画は、障害者総合支援法第 88条第１項の規定に基づく「市町村障害福

祉計画」及び児童福祉法第 33 条の 20 第１項に基づく「市町村障害児福祉計

画」として、障害福祉サービス、相談支援及び地域生活支援事業並びに障害児通

所支援等の必要量等を定めるものであり、地域生活移行や就労支援等について

の成果目標を設定し、その目標達成に向けた計画として位置づけられています。 

また、この計画は、「鹿角市障がい者計画」（障害者基本法第 11 条第 3 項）

のサービス実施計画としての性格を有するとともに、「鹿角市子ども・子育て支

援事業計画」（子ども・子育て支援法第 61条第 1項）、「鹿角市未来へつなぐ子

ども計画」（子どもの貧困対策の推進に関する法律第９条第 2項）との整合性を

図っています。  

さらに、社会福祉法では、地域福祉計画において高齢者の福祉や介護、児童福

祉や子育て支援、障がい福祉などと整合性・連携を図りながら、生活全般にわた

る福祉向上が求められていることから、本計画においても、鹿角市地域福祉計画

をはじめとする各関連計画と一体的に取り組むこととしています。 

 

◆上位・関連計画、根拠法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２ 計画の位置づけ・性格 

鹿角市障がい者計画 

鹿角市障がい福祉計画 
鹿角市障がい児福祉計画 

障害者基本計画（国） 鹿
角
市
地
域
福
祉
計
画 

鹿角市高齢者福祉計画 

介護保険事業計画 

第７次鹿角市総合計画 

鹿角市子ども・子育て 

支援事業計画 

障害者基本法 障害者総合支援法 

児童福祉法 

秋田県障害者計画 

秋田県障害福祉計画 

秋田県障害児福祉計画 

鹿角市成年後見制度 

利用促進基本計画 ※ 

鹿角市重層的支援体制 

整備事業実施計画 ※ 

鹿角市未来へつなぐ子ども計画 

（子どもの貧困対策推進計画） 

※鹿角市地域福祉計画に包含 
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本計画は、令和 6年度（2024年度）を初年度とし、令和８年度（2026年

度）までの３か年を計画期間と定めます。 

 

◆計画の期間 

年度 令和３ 令和４ 令和５ 令和６ 令和７ 令和８ 令和９ 

 

      

 

 

 

 

 

 

計画の実効性を確保する観点から、障害者総合支援法第 88条の２及び児童

福祉法第 33条の 21により毎年度、定期的に計画の達成状況を調査・分析・

評価することとされています。 

サービス見込量については、障がい福祉計画・障がい児福祉計画に掲げた事

項について定期的に調査及び分析するとともに、鹿角市障がい者自立支援協議

会において評価を行い、必要があると認めるときは、計画の変更や事業の見直

し等を行います。 

 

  

３ 計画の期間 

４ 計画の推進・評価 

第７次鹿角市総合計画 （前期基本計画） 

  （令和３～12年度） （令和３～７年度） 

第２期鹿角市地域福祉計画 

（令和元～５年度） 

第６期鹿角市障がい者計画 

（令和３～７年度） 

(後期基本計画) 

(令和８～12年度) 

 
第３期鹿角市地域福祉計画 

(令和６～10年度) 

 
第７期鹿角市障がい者計画 

(令和８～12年度) 

 
第６期鹿角市障がい福祉計画 

第２期鹿角市障がい児福祉計画  

（令和３～５年度） 
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障害福祉サービスの概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・計画相談支援  ・地域移行支援 

・地域定着支援 

相談支援 

・計画相談支援 

障害児相談支援 

障害児入所支援 

秋 田 県 

 

〔介護給付〕 

・居宅介護 ・重度訪問介護 

・同行援護 ・行動援護 

・重度障害者等包括支援 

・生活介護 ・療養介護 

・短期入所（ショートステイ） 

 

〔訓練等給付〕 

・自立訓練（機能訓練・生活訓練） 

・就労選択支援  ・就労移行支援 

・就労定着支援 

・就労継続支援（A 型・B型） 

・共同生活援助（グループホーム） 

・施設入所支援 ・自立生活支援 

障害福祉サービス 

・更生医療 

・育成医療 

・精神通院医療 

障
が
い
者
・
児
の
支
援 

・相談支援  ・意思疎通支援 

・移動支援  ・日常生活用具 

・日中一時支援  ・訪問入浴サービス 

・地域活動支援センター・その他 

鹿 角 市 

・広域支援 ・人材育成 等 

秋 田 県 

地域生活支援事業 

鹿 角 市 

・児童発達支援 

・居宅訪問型児童発達支援 

・放課後等デイサービス 

・保育所等訪問支援 

障害児福祉サービス 

障害者総合支援法 児童福祉法 

自立支援医療 補 装 具 



 

第７期鹿角市障がい福祉計画 
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第１章 障がい者の状況 

 

 

 

鹿角市における令和５年３月 31 日現在の障害者手帳所持者は、身体障害者

手帳所持者数が 1,515 人、療育手帳所持者数が 257 人、精神障害者保健福祉

手帳所持者数が 290 人で、３区分の手帳所持者の総数は 2,062 人となってい

ます。  

 

 

●障害者手帳所持者数 

（令和５年 3 月 31 日現在 単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

290 

257 

1,515 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

精神障害者保健

福祉手帳所持者

療育手帳所持者

身体障害者手帳

所持者

手帳所持者数

1 障害者手帳所持者の状況 
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 本市における特定疾患医療受給者数は、令和４年度末時点において 244 人

となっており、疾患ごとの人数に変動はあるものの、年間ではここ数年増加傾

向にあります。 

 

●特定疾患医療受給者数 

（単位：人）      

疾病 

番号 
疾      患      名 R2 年度 R3 年度 R4 年度 

2 筋萎縮性側索硬化症 1 3 3 

5 進行性核上性麻痺 6 5 3 

6 パーキンソン病 46 49 48 

7 大脳皮質基底核変性症 0 1 1 

8 ハンチントン病 0 1 1 

11 重症筋無力症 5 5 6 

13 多発性硬化症/視神経脊髄炎 6 5 5 

14 慢性炎症性脱髄性多発神経炎/多巣性運動ニューロパチー 1 0 0 

17 多系統萎縮症 3 2 1 

18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 20 19 22 

22 もやもや病 3 3 2 

23 ブリオン病 0 1 1 

28 全身性アミロイドーシス 0 0 1 

34 神経線維腫症 1 0 0 

35 天疱瘡 1 0 0 

37 膿疱性乾癬（汎発型） 1 1 1 

40 高安動脈炎 0 0 0 

43 顕微鏡的多発血管炎 1 1 1 

44 多発血管炎性肉芽腫症 0 0 0 

45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 1 2 2 

46 悪性関節リウマチ 2 2 1 

47 バージャー病 0 0 0 

49 全身性エリテマトーデス 12 11 10 

50 皮膚筋炎/多発性筋炎 4 4 4 

51 全身性強皮症 7 7 6 

52 混合性結合組織病 3 3 1 

53 シェーグレン症候群 2 2 4 

54 成人スチル病 1 0 1 

56 ベーチェット病 6 5 5 

57 特発性拡張型心筋症 3 3 3 

60 再生不良性貧血 1 1 1 

63 特発性血小板減少性紫斑病 4 4 4 

66 IgA 腎症 1 2 2 

２ 難病患者の状況 
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疾病 

番号 
疾      患      名 R2 年度 R3 年度 R4 年度 

67 多発性嚢胞腎 4 4 4 

68 黄色靱帯骨化症 1 0 0 

69 後縦靱帯骨化症 11 9 8 

70 広範脊柱管狭窄症 0 0 0 

71 特発性大腿骨頭壊死症 5 5 4 

72 下垂体性 ADH分泌異常症 1 2 2 

74 下垂体性 PRL分泌亢進症 1 1 1 

77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 1 1 1 

78 下垂体前葉機能低下症 1 1 1 

84 サルコイドーシス 3 3 3 

85 特発性間質性肺炎 3 4 4 

86 肺動脈性肺高血圧症 2 2 3 

88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 0 0 1 

90 網膜色素変性症 3 3 4 

91 バッド・キアリ症候群 1 1 1 

93 原発性胆汁性胆管炎 7 7 7 

95 自己免疫性肝炎 1 1 1 

96 クローン病 5 7 8 

97 潰瘍性大腸炎 35 35 40 

124 皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優性脳動脈症 0 0 1 

158 結節性硬化症 0 2 0 

162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 2 0 2 

221 抗糸球体基底膜腎炎 0 3 0 

222 一次性ネフローゼ症候群 3 1 3 

224 紫斑病性腎炎 1 0 1 

271 強直性脊椎炎 1 0 0 

306 好酸球性副鼻腔炎 2 3 4 

 合       計 236 237 244 

※資料 秋田県大館福祉環境部 
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 本市の障害福祉サービス利用者に交付される受給者証の交付者数は、令和５

年４月１日現在で 321 人となっています。 

 

 

●障害福祉サービス受給者証の交付者数（障がい別） 

 

（令和５年４月１日現在 単位：人） 

 

 

 

 

 

（注）身体：身体障がい者の略 

   精神：精神障がい者の略 

   知的：知的障がい者の略 

   難病：難病等対象者の略 

    

 

  

身体+精神, 9 

身体, 53 

身体+知的, 27 

知的, 134 

知的+精神, 7 

精神, 90 

難病, 1 

３ 障害福祉サービス利用者の状況 

交付者数 

３２１人 
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 障害福祉サービスの必要性を明らかにするために、障がい者の心身の状態を

総合的に表すものとして「障害程度区分」が設けられていましたが、平成２４

年６月に成立した障害者総合支援法においては、障がいの多様な特性その他心

身の状態に応じて必要とされる標準的な支援の度合を総合的に示すものとして、

名称を「障害支援区分」に改め、判定基準に関しては、身体障がい・知的障が

い・精神障がい・難病等、共通の基準でありながら、それぞれの特性を反映で

きるもの、また、認定調査員や審査会委員の主観によって左右されにくい客観

的なものに改められました。 

 本市の令和５年４月１日現在の認定状況は、区分１から区分６まで 244 人

となっており、障害福祉サービス利用者のうちの 76.0％となっています。 

 

●障害支援区分の認定状況（令和５年４月１日現在 単位：人） 
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41 44

65

33

55

４ 障害支援区分の認定状況 
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 本市の令和４年度の自立支援給付費支出額は約８億５千万円となっており、

ここ数年の年間支出額は、全体的に微増傾向にあります。その中でも生活介護

や施設入所支援は特に大きく増加しており、利用者の高齢化や障がいの重度化

が要因として考えられます。 

 

●自立支援給付費の年間支出額 

障害福祉 

サービス 

年間支出額[円] 年間延べ利用人数[人] 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 

居宅介護 18,818,369 21,332,134 18,870,653 401 379 410 

重度訪問介護 12,517,680 3,274,550 3,287,680 58 24 24 

同行援護 1,539,420 826,411 2,281,670 48 20 52 

行動援護 120,340 86,850 170,340 9 8 14 

重度障害者等包括支援 0 0 0 0 0 0 

短期入所 20,975,490 16,864,110 18,324,646 200 182 170 

療養介護 22,263,020 24,623,560 23,835,630 84 95 92 

生活介護 344,461,678 344,970,590 353,257,203 1,719 1,751 1,766 

施設入所支援 112,265,974 110,117,225 117,113,611 848 835 875 

共同生活援助 106,119,996 110,129,467 110,092,783 803 805 751 

自立訓練 
（機能訓練） 

0 0 0 0 0 0 

自立訓練 
（生活訓練） 

6,325,200 4,955,570 1,817,140 45 34 13 

宿泊型自立訓練 3,495,890 3,831,650 2,412,000 45 44 25 

就労移行支援 691,000 322,550 0 6 3 0 

就労定着支援 311,400 417,680 741,480 12 14 21 

就労継続支援 
（A型） 

0 0 555,350 0 0 5 

就労継続支援 
（B 型） 

169,183,990 178,797,065 168,209,544 1,280 1,264 1,201 

特定障害者特別給付費 
（施設食費・ＧＨ家賃） 

18,879,251 18,937,180 17,646,813 1,554 1,606 1,596 

地域移行支援 226,960 0 0 4 0 0 

地域定着支援 122,850 126,870 126,720 35 36 36 

計画相談支援 14,400,660 16,304,505 16,538,410 895 1,168 1,155 

高額障害福祉サービス
等給付費 

349,204 320,873 259,306 80 76 71 

合計 853,068,372 856,238,840 855,540,979 8,126 8,344 8,277 

 

５ 自立支援給付費の状況 
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調査の対象は、令和５年９月時点で鹿角市から障害福祉サービス受給者証を

交付されている19歳以上の男女309人（在宅サービス利用者235人、施設入

所者74人）とし、郵送やサービス事業所等を通じて配付と回収を行いまし

た。 

回答数は172人、回答率は55.6％（在宅サービス利用者138人、58.7％、

施設入所者34人、45.9％）となりました。 

 

＜地域生活（グループホームを含む在宅サービス利用）＞ 

「福祉施設から一般就労への移行」の目標値ならびに各種サービスの見込量

の参考とするための主な設問および回答結果は次の通りです。 

 

・問12「強度行動障害（※）と診断されたことがあるか」 

  今回からの調査項目になりますが、ある（7.2％）、ない（84.1％）とな

りました。 

※強度行動障害・・・自分を傷つける「自傷」や他の人や物を傷つけるなどの「他害」

「睡眠の乱れ」「異食」「物を壊す」などの周囲の人の暮らしに影響を及ぼす行動を

著しく高い頻度で起こすため、特別に配慮された支援が必要な状態 

・問18「居住の形態」 

持ち家（47.8％）次いで、グループホーム（39.1％）となっています。 

・問20「将来どのようなところで生活したいと思いますか」 

今の住宅に引き続き暮らしたい（31.9％）が最も多く、グループホームに

入居したい（15.9％）は前回調査に比べ割合が低下しています。 

・問21「毎日の生活の中で、どのような介助や支援が必要ですか」 

主なものは、役所等の手続き（13.0％）、家事（10.3％）、お金の管理

（10.1％）、通院・通勤・通学（9.9％）となっています。 

・問26「外出の目的」及び問28「外出時の交通手段はなんですか」 

外出の目的は、買物、福祉施設や作業所などへの通所、通院が主なもので

あり、交通手段は事業所移送車、自家用車や徒歩または車いすなどとなって

います。 

・問29「平日の日中は主にどのように過ごしていますか」 

就労支援事業所や作業所（34.8％）、次いで病院へ通院している（19.4

％）、生活介護事業所へ通っている（14.4％）、自宅で過ごしている（

13.9％）となっています。 

 

６ 障がいのある人へのアンケート調査の結果 
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・問30「就労による定期的な収入はありますか」及び問33「今後どのように

働きたいと思いますか」 

  問30にて就労による収入がない（32人）と回答した方のうち、就労希望

は、一般就労（７人）、就労支援事業所等への通所（11人）となっていま 

 す。 

・問34「障がい者が働くために大切と思うことはなにか」 

  事業主や職場の人が障がい者について十分理解していること（14.3％）、自

分の障がいに合った仕事があること（13.9％）、移動手段が確保されているこ

と（12.1％）が主な意見となっています。 

・問39「現在利用しているサービスおよび今後利用したいサービス」 

全てのサービスにおいて、今後３年以内に今よりもサービスの利用を減ら

すと答えた方はほとんどいませんでした。 

・問48「次の施策のうち、特に充実してほしいと思うもの」 

病気や障がいについての理解促進（12.9％）、グループホームなどの共同

生活の場の整備（11.9％）、障害福祉サービスの利用など障がい者の福祉に

関する様々な相談支援（10.3％）が主なものとなっています。 

 

＜施設入所＞ 

「福祉施設の入所者の地域生活への移行」の目標値の参考とするための主な

設問および回答結果は次の通りです。 

 

・問８「現在の施設に入所することとなった理由」 

心身の機能が著しく低下したため（33.3％）のほか、家族が病気や転勤に

より介助（介護）できなくなったため（11.1％）、専門的な訓練を受けたか

ったため（11.1％）などが理由として挙げられています。 

・問９「今後どこで生活したいですか」 

現在のように、入所施設で暮らしたい（58.8％）が最も多く、入所施設を

出て地域で暮らしたい（14.7％）は前回よりも割合が上昇しています。 

 

アンケート結果から、全般にサービスのニーズがあることがわかりました。

障がいのある人たちやその家族にとって、病気や障がいに対する理解促進や差

別解消は重要な課題であり、地域移行や就労に向けても、周囲の理解や移動手

段の確保などの環境整備が求められています。 

今後、一人ひとりにあったサービス利用を推進するための計画相談の充実に

加え、各種相談機能の連携を強化し、安心して生活できる環境づくりを目指し

ます。 
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第２章 数値目標の設定 

 

本計画の策定にあたっては、国の基本指針「障害福祉サービス及び相談支援並

びに市町村及び都道府県の地域生活支援事業の提供体制の整備並びに自立支援

給付及び地域生活支援事業の円滑な実施を確保するための基本的な指針」（平成

18 年６月 26 日厚生労働省告示第 395 号）（以下、「基本指針」という。）によ

り、障がいのある人の地域生活を支援するためのサービス基盤の整備等に係る

令和８年度末の目標を設定し、障害福祉サービス及び相談支援並びに市町村及

び都道府県の地域生活支援事業を提供するための体制の確保が総合的かつ計画

的に図られるようにするものです。 

本市では、障がいのある人やその家族をはじめとする市民の福祉ニーズや、こ

れまでの障がい福祉施策の進ちょく状況を踏まえながら、数値目標を設定し、そ

の達成のために必要な施策を実行します。 

  



14 

 

 

 

基本指針では、「令和４年度末時点の施設入所者数の６％以上が地域生活へ移

行することとするとともに、これに合わせて令和８年度末の施設入所者数を令

和４年度末時点の施設入所者数から５％以上削減することを基本とする」とし

ています。 

施設入所者数は、令和 3 年度以降増加傾向にあります。在宅で生活している

障がい者の高齢化や障がいの重度化が目立つようになり、グループホームから

施設に移行するケースも増えています。地域移行を目指すには、グループホーム

においても手厚い介護が受けられる環境整備が必要です。このような要因から、

地域移行者数については近年実績がない状況が続いており、第６期障がい福祉

計画目標３人に対し、令和５年度末の見込みはありません。 

目標値は、基本指針に基づく場合、目標年度の入所者数については、令和４年

度末時点の入所者数 74 人に対し５％以上の削減で 70 人、地域生活移行者数

については、令和４年度末時点の入所者数 74 人の６％以上で５人となります

が、現状においては目標の達成が困難なことから、施設入所者数を２％以上削減

の 72 人に、地域移行者数を４％以上の３人に設定します。 

 

 

 

項 目 目 標 考え方 

令和５年３月 31日時

点の入所者数（A）※ 
74人 令和４年度末時点の施設入所者数 

目標年度入所者数

（B） 
72人 令和８年度末時点の施設入所者数 

【目標値】 

削減見込（A-B） 

２人 差引（減少）数 

2.7％ 削減割合 

令和５年度末の地域生

活移行者数（見込み） 
０人 

施設入所からグループホーム等へ移

行する人の数（R3～R5年度累計） 

【目標値】 

地域生活移行者数 

３人 
施設入所からグループホーム等へ移

行する人の数（R3～R5年度累計） 4.1％ 

※年度末時点の人数のため、p.40 の数値（月間）と異なる  

1 福祉施設の入所者の地域生活への移行 

目標の設定 
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基本指針では、福祉施設の利用者のうち、就労移行支援事業等を通じて令和８

年度中に一般就労に移行する人を「令和３年度の一般就労への移行実績の 1.28

倍以上とすることを基本とする」としています。 

障がいのある人の一般就労が円滑に行われるためには、就労へのきっかけと

なる現実的な支援策を講じることが必要です。 

前回計画の目標は令和５年度において２人と設定していましたが、令和５年

度末の見込みはない状況です。 

地域での障がいのある人の就労を促進するためには、身近な就労の場の確保

が重要な課題であるため、地域の福祉施設関係者も多く参加している障がい者

自立支援協議会が、公共職業安定所や秋田県北障害者就業・生活支援センター等

と連携しながら、障がい者雇用に関わる制度や施策の周知徹底を図るとともに、

雇用や就労支援への積極的な働きかけを行います。 

目標値は、基本指針に基づく場合、令和３年度実績２人の 1.28 倍以上とする

ことから、令和８年度には３人が一般就労することを目標に設定します。 

 

 

 

 

項 目 目 標 考え方 

令和３年度の 

一般就労移行者数 
２人 

令和３年度において福祉施設を退所

し、一般就労した人の数 

【目標】令和８年度の 

一般就労移行者数 

３人 
令和８年度において福祉施設（※）

を退所し、一般就労する人の数 

1.28倍 令和３年度との比較 

※福祉施設・・・障害福祉サービスの生活介護事業、自立訓練事業、就労移行支援事業、就労継続支援（Ａ型）及び 

（Ｂ型）事業を実施する施設や事業所 

  

２ 福祉施設から一般就労への移行 

目標の設定 
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また、基本指針では、一般就労移行の目標値を達成するため、令和８年度にお

ける利用者数が令和３年度末の利用者数に対し、「就労移行支援事業の利用者数

については 1.31 倍以上とすること」、「就労継続支援Ａ型事業所の利用者につ

いては 1.29 倍以上とすること」、「就労継続支援Ｂ型事業所の利用者について

は 1.28 倍以上とすること」、「就労定着支援事業の利用者数については 1.41 倍

以上とすること」を目指すとしています。 

就労移行支援事業及び就労継続支援Ａ型事業については、本市に事業所がな

いことから、市外の事業所を活用して就労を目指すこととします。就労継続支援

B 型事業については、ここ数年利用者数が減少傾向にあることから、目標値を下

げ、1.1 倍以上とします。 

さらに、基本指針では、「就労移行支援事業所のうち、就労移行支援事業利用

終了者に占める一般就労へ移行した者の割合が５割以上の事業所を全体の５割

以上とすること」と、「就労定着支援事業所のうち就労定着率が７割以上の事業

所を全体の２割５分以上とすること」を基本とするとしています。 

就労移行支援事業所については、現在市内にはないことから、利用者のニーズ

を調査しながら検討していきます。就労定着支援事業所については、１カ所ある

サービス提供事業所を活用しての就労支援について周知し、各事業所と連携し

ながら利用促進を図ります。 

 

 

 

 

項 目 目 標 考え方 

【目標値】令和８年度末の 

就労移行支援事業（※１）

の利用者数 

２人 

(Ｒ３年度 １人)  

令和８年度末において就労移

行支援事業を利用する人の数 

1.31倍 増加割合 

【目標値】令和８年度末の 

就労継続支援Ａ型事業 

の利用者数 

１人 

(Ｒ３年度 ０人) 

令和８年度末において就労継

続支援Ａ型を利用する人の数 

1.29倍 割合増加 

【目標値】令和８年度末の 

就労継続支援Ｂ型事業 

の利用者数 

116人 

(Ｒ３年度 105人) 

令和８年度末において就労継

続支援Ｂ型を利用する人の数 

1.1倍 割合増加 

【目標値】令和８年度末の 

就労定着支援事業 

の利用者数 

２人 

(Ｒ３年度 １人) 

令和８年度末において就労定

着支援事業を利用する人の数 

1.41倍 割合増加 

目標の設定 
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項 目 目 標 考え方 

【目標値】令和８年度末の

就労移行支援事業所のうち

事業利用終了者に占める 

一般就労移行者の割合が 

５割以上の事業所数 

※ 

(Ｒ３年度０カ所) 
※ニーズ調査のうえ検討 

50％ 達成率 

【目標値】就労定着支援事

業所のうち就労定着率が 

７割以上の事業所数 

１カ所 

(Ｒ３年度１カ所) 
就労定着支援事業所の数 

25％ 達成率 

※１ 就労移行支援事業・・・一般企業などへの雇用が見込まれる人に対し、就労に必要な知識や能力の向上のための

支援や企業等とのマッチングを図る障害福祉サービス 

※２ 就労定着支援事業・・・一般就労へ移行した障がい者が抱える、生活リズム、家計や体調の管理などの課題解決

のため、訪問等により必要な連絡調整や指導助言などの支援を行うサービス  

目標の設定 
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 基本指針において、地域生活支援拠点等（地域生活支援拠点又は面的な体制

をいう。以下同じ。）については、令和８年度末までに、「その機能充実のた

め、コーディネーターの配置、地域生活支援拠点等の機能を担う障害福祉サー

ビス事業所等の担当者の配置、支援ネットワーク等による効果的な支援体制及

び緊急時の連絡体制の構築を進め、また、年１回以上、支援の実績等を踏まえ

運用状況を検証・検討すること」、「強度行動障害を有する障害者に関して、

その状況や支援ニーズを把握し、地域の関係機関が連携した支援体制の整備を

進めること」としています。 

 本市では、鹿角市障がい者総合サポートセンターを核とした面的な体制を整

備しており、地域生活への移行等に係る相談、障害福祉サービスの利用体験、

緊急時の受入体制の確保などに迅速に対応し、一人ひとりに合った支援を行っ

ています。また、鹿角市障がい者総合サポートセンターは、コーディネーター

の配置等により地域の体制づくりを担う中心的な役割を果たしており、人材の

確保・養成・関係機関の連携等を推進します。 

 鹿角市障がい者自立支援協議会では、地域生活拠点等の機能充実のための協

議を実施しており、引き続き、検証・検討を行います。 

 強度行動障害のある障がい者については、その特性に適した支援が提供でき

るよう課題の把握に努め、関係機関での協力体制を整えます。 

 

 

 

項 目 目 標 考え方 

地域生活支援拠点 

コーディネーターの

配置などによる効果

的な支援体制・緊急

時の連絡体制の構築 

コーディネーター等の配置、対

象者事前登録による支援体制を

構築する 

年１回以上の 

検証・検討 

障がい者自立支援協議会を活用

し、検証・検討を行う 

強度行動障害を有す

る者の支援ニーズの

把握、支援体制整備 

障害支援区分認定調査の行動関

連項目の集計、アンケート調査

等による課題の把握を行う 

3 地域生活支援拠点等の整備 

目標の設定 
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 基本指針では、精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築を支え

る「協議の場」を設置し、保健・医療・福祉関係者が連携して精神障がいのあ

る人の地域移行や定着に向けて取り組むこととしています。 

 本市では、これまでも鹿角市障がい者自立支援協議会において、精神障がい

のある人への支援について協議しており、引き続き、かづの厚生病院のデイケ

アと連携するなど、関係機関の協力体制を整えることにより、精神障がいにも

対応した地域包括ケアシステムを構築していきます。 

 

 

 

 

項 目 目 標 考え方 

精神障がいにも

対応した地域包

括ケアシステム

の構築 

保健、医療、福祉関係

者による協議の場を設

置すること 

鹿角市障がい者自立支援協議

会を活用し協議する 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築 

目標の設定 
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 基本指針では、相談支援体制を充実・強化するため、令和８年度末までに、

「各市町村において、総合的な相談支援、地域の相談支援体制の強化及び関係

機関等の連携の緊密化を通じた地域づくりの役割を担う基幹相談支援センター

を設置すること」と、地域づくりに向けた障がい者自立支援協議会の機能をよ

り実効性のあるものとするため、当該協議会において「個別事例の検討を通じ

た地域サービス基盤の開発・改善等を行うとともに、これらの取組みを行うた

めに必要な協議会の体制を確保すること」が求められています。 

 本市では相談支援体制の充実を図るため、これまでも基幹相談支援センター

が中心となり、各事業所が抱える課題について事例検討を通じて意見交換を行

うなど、相談支援専門員の資質向上を図っています。引き続き、各事業所が連

携することで、適切なサービス提供や支援につながるよう、体制強化に向けて

積極的に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

項 目 目 標 考え方 

総合的な相談支援、地域の相

談支援体制の強化及び関係機

関等の連携緊密化を通じた地

域づくりの役割を担う基幹相

談支援センターの設置 

相談支援連絡 

協議会の開催 

（年間６回） 

 

主任相談支援 

専門員の配置 

相談支援事業所に対す

る助言、人材育成の支

援、相談機関との連携

強化の取組みの実施、

個別事例の支援内容の

検証実施を行う 

自立支援協議会における個別

事例の検討を通じた地域サー

ビス基盤の開発、改善 

自立支援協議会 

専門部会の開催 

 

年間１０回 

自立支援協議会におけ

る事例検討を行う 

 

 

 

 

５ 相談支援体制の充実・強化等 

目標の設定 
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 基本指針では、令和８年度末までに、障害福祉サービス等の質を向上させる

ための取組みに関する事項を実施する体制を構築することとしています。具体

的には、障害者総合支援法の内容理解を促進する観点から、市職員等の積極的

な研修参加や、障害者自立支援審査支払等システムの審査結果を分析し、その

結果を事業所等と共有することが求められています。 

 本市では、これまでも秋田県が実施する各種研修等に基幹相談支援センター

や市の職員が参加していますが、職員の理解促進により、障がいのある人への

より細やかな支援につながるよう、引き続き、各種研修への積極的な参加を行

います。 

 また、障害者自立支援審査支払等システムの審査結果については、鹿角市障

がい者自立支援協議会を活用し、各事業所と請求時の過誤等の情報を共有する

ことで、請求事務の適正かつ円滑な実施を図ります。 

 

 

 

 

項 目 目 標 考え方 

障害福祉サービス等に係る各

種研修の活用 

市職員の研修参加

実人数 

 

年間 ２人 

県が実施する障がい者

福祉関係の研修等参加

人数 

障害者自立支援審査支払等シ

ステムによる審査結果の共有 

市と事業所等とに

よる支払審査結果

の情報共有を年１

回行う 

既存の障がい者自立支

援協議会を活用し、過

誤請求等の分析結果を

共有する 

 

 

 

 

 

 

６ 障害福祉サービス等の質を向上させるための取組みに係る体制の構築 

目標の設定 
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第３章 サービス見込量の設定と確保対策 

 

 障がいのある人が住み慣れた地域で元気に暮らしていくためには、生活の拠

点である住まいをはじめとして、利用者の視点に立った介護サービスの提供や、

コミュニケーション支援、移動支援、日常生活用具の給付、そして一人ひとりの

希望や状況に応じて利用できる日中活動の場、就労の場の提供など、これら各サ

ービスが可能な限り身近な地域で受けられるような支援体制の構築を図ること

が重要であり、そのために必要なサービスや事業の質・量が確保されなければな

りません。 

 また、障がいのある人とその家族からの相談に応じて、障害福祉サービスの利

用に関する情報提供や助言を行い、サービス提供事業所との連絡調整を図ると

ともに、困難事例の相談に対しては適切に向き合い、社会生活上保障されるべき

権利の擁護に取り組むことも欠かせません。 

本市では鹿角市障がい者総合サポートセンターを拠点とした相談支援体制の

強化を図り、障がいの種類や程度に関わらず、必要とするサービスを利用しなが

ら、本人が希望する地域で安心して暮らし続けられる地域社会の実現を目指し

ており、その実現のために必要な支援や事業などについて確保すべきサービス

見込量を設定し、障害福祉サービスの計画的な提供を推進します。 

  

生活の場

グループホーム

住宅改修

日中活動の場

就労移行支援

就労継続支援

地域活動支援センター

移動支援事業

相談支援

計画相談支援

地域相談支援

相談支援機能強化事業

成年後見制度利用支援

各サービスや事業の見込量の確保 

指定障害福祉サービス等 

地域生活支援事業 
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(１) サービスの内容と対象者 

指定障害福祉サービス事業所などによって提供される各サービスの概要は以

下のとおりです。障がいのある人の生活の基盤を支援する重要なサービスとな

っています。 

介護給付 

サービス名 実施内容 対象者 

訪
問
系
サ
ー
ビ
ス 

居宅介護 

(ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟ) 

自宅で、入浴・排せつ・食事等の身体

介護、洗濯・掃除等の家事援助を行い

ます 

居宅での日常生活における支援が必

要な人（障害支援区分１以上） 

身体介護を伴う場合は、障害支援区分

２以上の人 

重度訪問介護 自宅で入浴・排せつ・食事の介護、外

出時における移動介護などを総合的

に行います 

居宅で生活する重度の肢体不自由者

であって、常に介護を必要とする人

（障害支援区分４以上） 

同行援護 外出時において支援を必要とする人

に同行し、移動に必要な情報の提供や

移動の援護などを行います 

視覚障がい者であって、アセスメント

調査により外出などの移動が困難と

認められる人 

身体介護を伴う場合は上記に加え、障

害支援区分２以上の人 

行動援護 行動する際に生じる可能性のある危

険を回避するために、必要な援護や外

出時の移動介護等を行います 

知的障がいや精神障がいによって行

動上著しく困難のある人で、常に介護

を必要とする人（障害支援区分３以

上） 

重度障害者等 

包括支援 

心身の状態や介護者の状況、居住の状

況等を踏まえて、必要な障害福祉サー

ビス（居宅介護、重度訪問介護、同行

援護、行動援護、短期入所、生活介護、

共同生活介護、自立訓練、就労移行支

援、就労継続支援等）を包括的に提供

します 

常時介護を必要とし、介護の必要度が

著しく高い人（障害支援区分６）のう

ち、四肢の全てに麻痺等があり寝たき

り状態にある人であって、 

① 人工呼吸器による呼吸管理を行っ

ている身体障がい者 

② 最重度知的障がい者 

または障害支援区分６であって強度

行動障害のある行動援護対象者 

１ 指定障害福祉サービス及び相談支援の部 
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介護給付 

サービス名 実施内容 対象者 

居
住
系
サ
ー
ビ
ス 

施設入所支援 主として夜間における入浴、排せつ

及び食事等の介護や日常生活上の相

談支援や必要な支援等を行います 

① 生活介護利用者のうち、障害支援

区分４以上の人（50 歳以上の場

合は区分３以上） 

② 自立訓練、就労移行支援の利用者

のうち、地域の社会資源の状況等

により通所することが困難な人 

日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス 

生活介護 福祉施設において主として昼間の食

事や入浴、排せつ等の介護や生活能

力向上に必要な支援のほか、創作的

活動または生産活動等の機会を提供

します 

常に介護を必要とする人であって、 

① 50 歳未満の場合は、障害支援区

分３以上（施設入所は区分４以

上） 

② 50 歳以上の場合は、障害支援区

分２以上（施設入所は区分３以

上） 

療養介護 医療機関への長期入院による医学的

管理のもとに、食事や入浴、排せつ等

の介護や日常生活上の相談支援等を

行います 

医療機関への長期入院による医療に

加え、常に介護を必要とする人であ

って、 

① 気管切開を伴う呼吸管理を行っ

ている障害支援区分６の人 

② 筋ジストロフィー患者や重症心

身障がい者で、障害支援区分５

以上の人 

短期入所 

(ショートステ

イ) 

障害者支援施設やその他の施設で、

短期間の入所により、入浴、排せつ、

食事等の介護やその他の必要な保護

を行います 

介護者等の疾病その他の理由により

一時的に居宅で介護が受けられなく

なり、短期間施設への入所を必要と

する人（障害支援区分１以上） 
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訓練等給付 

サービス名 実施内容 対象者 

日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス 

自立訓練 

（機能訓練） 

地域生活を営むうえで必要となる

身体機能や生活能力の維持・向上を

図るため、理学療法や作業療法等の

身体的リハビリテーションや日常

生活上の相談支援等を行います（利

用期間に制限があり基本18カ月以

内に設定されます） 

地域生活を営む上で身体機能の維持

や回復などの支援が必要な身体障が

い者であって、 

① 入所施設や医療機関を退所・退院

した人で、身体的リハビリテーシ

ョンの継続や支援が必要な人 

② 特別支援学校を卒業した人 

自立訓練 

（生活訓練） 

地域生活を営むうえで必要となる

生活能力の維持・向上を図るため、

食事や家事等の日常生活能力を向

上するための支援や、日常生活上の

相談支援等を行います 

（利用期間に制限があり基本24カ

月以内に設定されます） 

地域生活を営む上で、生活能力の維持

向上のための支援が必要な知的障が

い者、精神障がい者であって、 

① 入所施設や医療機関を退所・退院

した人 

② 特別支援学校を卒業した人や、継

続した通院により症状が安定し

ている人 

就労移行支援 一般企業等への就労に向けて、通常

の事業所内における職場体験や生

産活動の機会の提供や、適性にあっ

た職場探し、就労後の職場定着のた

めの支援等を行います 

（利用期間に制限があり基本24カ

月以内に設定されます） 

一般就労が見込まれる就労を希望す

る人であって、 

① 単独での就労が困難で、就労に必

要な知識や技術の習得などの支

援が必要な人 

② あん摩マッサージ指圧、はり、き

ゅう師免許の取得を希望する人 

就労定着支援 一般就労に移行した者で、企業や自

宅等への訪問などにより、生活リズ

ム、家計や体調の管理などの課題解

決に向けて必要な連絡調整や指導

助言などの支援を行います 

就労移行支援等の利用を経て一般就

労へ移行し、就労継続期間が６カ月を

経過した障がい者で、就労に伴う環境

変化により生活面の課題が生じてい

る人 
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訓練等給付 

サービス名 実施内容 対象者 

日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス 

就労継続支援 

（A 型） 

通所により、雇用契約に基づく就労

機会を提供するとともに、就労に必

要な知識及び能力の向上のために

必要な訓練を実施し、能力が高まっ

た場合は、一般就労への移行に向け

た支援・指導等を行います 

一般就労が困難であっても適切な支

援により雇用契約に基づく就労が可

能な65歳未満の人であって、 

① 就労移行支援を利用したが、一般

就労に結びつかなかった人 

② 特別支援学校を卒業して就職活

動を行ったが、一般就労に結びつ

かなかった人 

③ 離職など就労経験のある人で、現

に雇用関係がない人 

就労継続支援 

（B 型） 

通所により、生産活動や就労に向け

たその他の活動機会の提供のほか、

就労に必要な知識及び能力の向上

のために必要な訓練や支援を行い

ます 

就労移行支援等を利用したが、一般企

業等の就労に結びつかない人などで、

就労機会を通じて生産活動に関する

知識・能力の向上や維持が期待される

人であって、 

① 就労経験があるが､年齢・体力面

で一般雇用されることが困難と

なった人 

② 就労移行支援を利用した結果、B

型の利用が適当と判断された人 

③ ①②に該当せず、50歳に達して

いる人又は障害基礎年金１級受

給者 

居
住
系
サ
ー
ビ
ス 

共同生活援助 

(ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ) 

主として夜間における共同生活上

の援助や日常生活における相談支

援、日中活動で利用する事業所等の

関係機関との連絡・調整などを行い

ます 

地域で共同生活を営むことに支障が

なく、自立した日常生活を営むうえ

で、相談等の日常生活上の援助が必要

な人 

自立生活援助 定期的な巡回訪問や随時の相談対

応等により、地域生活の状況を確認

し、必要な助言や医療機関等との連

絡調整、生活環境の整備等を行いま

す 

障がい者施設やグループホーム等か

ら一人暮らしへの移行を希望する人 
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相談支援 

サービス名 実施内容 対象者 

計画相談支援 相談支援専門員が、適切なサービ

ス利用に向けたケアマネジメント

を実施し、生活全般に関する相談

や、障害福祉サービスの利用希望

などを調整した個々の利用計画の

作成と定期的な見直し（モニタリ

ング）を行います 

障害福祉サービス又は地域相談支援を

利用する全ての人 

 

地
域
相
談
支
援 

地域移行支援 地域生活への移行を推進するた

め、退院後などの住居の確保や地

域における生活に移行するための

活動に関する相談や、障害福祉サ

ービス事業所などへの同行支援を

行います 

① 障害者支援施設又は児童福祉施設

に入所している人 

② 精神科病院または、精神科病院以

外でも精神病室が設けられている

病院に入院している人 

地域定着支援 地域生活の定着を図るため、常時

の連絡体制を確保し、障がいの特

性に起因して生じた緊急の事態な

どに対応できる相談体制や、必要

に応じて速やかに駆けつけるな

ど、適切な支援を行います 

① 居宅において単身で生活する人 

② 家庭の状況などにより同居してい

る家族の支援を受けられず、地域

生活が不安定で支援が必要な人 

 

補装費 

実施内容 対象者 

身体に装着（装用）することで、身体機能を

補完・代替し、日常生活や就学・就労に、長

期間にわたって継続して使用される補装具

（義肢、車いす等）の購入費、修理費の給付

を行います 

補装具を必要とする身体障がい者 

 

 



【介護給付】 令和６年２月時点

法人名 事業所　・　施設名 定員 備考

（福）鹿角市社会福祉協議会 鹿角市社会福祉協議会指定居宅介護事業所 -

（株）タクト タクト　介護センター鹿角事業所 -

（株）ニチイ学館 ニチイケアセンター鹿角

（福）花輪ふくし会 東恵園居宅介護事業所 -

（福）鹿角市社会福祉協議会 鹿角市社会福祉協議会指定居宅介護事業所 -

（株）タクト タクト　介護センター鹿角事業所 -

（株）ニチイ学館 ニチイケアセンター鹿角 -

（福）花輪ふくし会 東恵園居宅介護事業所 -

（株）ニチイ学館 ニチイケアセンター鹿角 -

（福）花輪ふくし会 東恵園居宅介護事業所

行動援護 （福）花輪ふくし会 東恵園居宅介護事業所 -

指定障害者支援施設　東山学園 40

指定障害者支援施設　鹿角苑 40(４)
東京都外施設
（　）市内枠

（福）愛生会 Bio Bento's Laundry Service (20) 就Ｂと併用定員

（特非）鹿角親交会 生活介護事業所　小春日 20

多機能型事業所　かづの就労センター 34

生活介護事業所「とぅいんくる」 ５

多機能型事業所　錦木ワークセンター 23

多機能型事業所　はなわワークセンター 28

指定障害者支援施設　東山学園 40

指定障害者支援施設　鹿角苑 40(４)
東京都外施設
（　）市内枠

東恵園地域生活支援センター 10

療養介護 - - - 医療機関

（福）愛生会 Bio Bento's Living － 空床利用

短期入所事業所　ふきのとう １

短期入所事業所　ハンズ ２

東恵園指定多機能サービスかみはなわ － 空床利用

東恵園指定多機能サービスたぐちさんの家 － 空床利用

東恵園指定短期入所生活介護事業所 (11) 介護と併用定員

指定障害者支援施設　東山学園 ６

指定障害者支援施設　鹿角苑 ２ 東京都外施設

鹿角市内の指定障害福祉サービス事業所一覧

（福）花輪ふくし会

（福）花輪ふくし会

居宅介護

重度訪問介護

同行援護

施設入所支援
居
住
系

サ
ー

ビ
ス

生活介護

訪
問
系
サ
ー

ビ
ス

サービス名

日
中
系
サ
ー

ビ
ス

短期入所
（福）花輪ふくし会
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【訓練等給付】

事業者名 事業所　・　施設名 定員 備考

自立訓練（機能） - - -

自立訓練（生活） - - -

就労移行支援 - - -

就労定着支援 （特非）青垣 フリー・ステーション青垣 -

就労継続支援（Ａ型） - - -

（福）愛生会 Bio Bento's Laundry Service 20 生活介護と併用定員

（特非）青垣 フリー・ステーション青垣 20

（特非）かづの活動センター出発の家 かづの活動センター出発の家 20

（特非）鹿角親交会 地域支援サービスひなたぼっこ 20

多機能型事業所　かづの就労センター 13

多機能型事業所　錦木ワークセンター 13

多機能型事業所はなわワークセンター 11

（福）愛生会 Bio Bento's Living 6

（特非）鹿角親交会 グループホーム　鹿角親交会 22

グループホーム　けふの郷 20

グループホーム　ハンズ 22

グループホーム　しずく 32

グループホーム　あおぞら 14

自立生活援助 - - -

【相談支援】

事業者名 事業所　・　施設名 定員 備考

（福）愛生会 はなわあいの指定特定相談支援事業所 -

（特非）青垣 指定特定相談支援事業所　あおがき -

（特非）鹿角親交会 障がい者相談支援センターコンパス -

（福）花輪ふくし会 指定相談支援事業所「鹿角市障害者センター」 -

（特非）鹿角親交会 障がい者相談支援センターコンパス -

（福）花輪ふくし会 鹿角市障害者センター -

（特非）鹿角親交会 障がい者相談支援センターコンパス -

（福）花輪ふくし会 鹿角市障害者センター -

サービス名

地
域
相
談
支
援

地域移行支援

地域定着支援

計画相談支援

サービス名

就労継続支援（Ｂ型）

（福）花輪ふくし会

居
住
系
サ
ー

ビ
ス

共同生活援助（ＧＨ）

（福）花輪ふくし会

日
中
活
動
系
サ
ー

ビ
ス
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 (２) サービス量の算出方法 

月間における各サービス量の算出方法は、以下のとおりです。 

サービスの種類 サービス量（月間）の算出方法 

訪問系サービス 

 居宅介護 

 重度訪問介護 

 同行援護 

 行動援護 

 重度障害者等 

包括支援 

 

 実利用者数の見込み（人）は、令和３年度から令和４年度までの実績及び

令和５年度見込みの利用者数と利用時間数を参考に、事業所の参入意向、

施設入所から地域生活へ移行する人、新たに利用が見込まれる人の数な

どを勘案して算定しています 

日中活動系サービス 

 生活介護 

 自立訓練(機能訓練) 

 自立訓練(生活訓練) 

 就労移行支援 

 就労継続支援(Ａ型) 

 就労継続支援(Ｂ型) 

 短期入所 

 就労定着支援 

 療養介護 

居住系サービス 

 共同生活援助 

 施設入所支援 

 自立生活支援 

相談支援 

 計画相談支援 

 地域移行支援 

 地域定着支援 

 

 実利用者数の見込みは、これまでの相談支援の実績や障がいのある人の

サービス利用状況を踏まえ、年間の総利用者数を推計し、これを「12(カ

月)」で除した値を採用しています 
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(３) サービス見込量と確保対策 

 

障害福祉サービスの利用が、日常生活や社会生活での共生の実現に最大限に

寄与するよう、サービス利用者、相談支援事業所、障害福祉サービス提供事業

所間での調整や指導等を通じて、利用者にとって最も適した障害福祉サービス

の種類・組合せ・量を利用計画に反映し、モニタリングによる計画内容の確

認・見直しを実施します。 

また、サービス提供事業所による人材確保や資質向上を促進しながら、十分

なサービスの提供体制の確保を進め、良質なサービスが受けられるよう、多く

の民間事業者やNPO法人等の障害福祉サービス提供事業所への参入を促進しま

す。 
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居宅介護等の「訪問系サービス」については、障がいの種類や程度に応じて適

切なサービスが提供できるよう、市内の事業所を中心とするサービス提供体制

の充実に努めるとともに、研修会参加等による人材の育成や、ヘルパー等との連

携を強化しながらサービスの質の向上を図ります。 

また、障害福祉サービスから介護保険サービスへ移行する高齢の障がい者が

増加することが予測されるため、介護保険事業所や地域包括支援センターとの

連携を図りながら適正なサービスの提供を進めます。 

 

 

◆居宅介護など 

（月間） 

居宅介護 

重度訪問介護 

同行援護 

行動援護 

重度障害者等包括支援 

の見込量 

単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

時間 510 510 510 

人 36 36 36 

※月平均の人数 

 

  

ア 訪問系サービス 

30 35 36 36 36 36 
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423 

510 510 510 

0
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100

実績 R3 R4 R5

(見込)

本計画 R6 R7 R8

[時間][人]

利用者数 利用時間数
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日中活動系サービスの充実は、障がいがある人の地域での生活を豊かなもの

にし、また、訪問系サービスの充実と相まって、地域における生活の維持や継

続に寄与します。 

そのため、市では指定特定相談支援事業所との連携によりサービス利用希望

者のニーズの把握に努めるとともに、利用希望者には事業者情報を提供します。 

   自立訓練事業に関しては、標準利用期間内に、自立した生活が送れるように計

画相談支援によるサービス等利用計画の検討を行い、それぞれのライフステー

ジにあった支援を行います。 

また、就労移行支援事業や就労継続支援事業に関しては、障害者就労施設等の

受注機会の増大を図るため、地域の関係機関と連携しながら、事業所のＰＲや利

用を促進するとともに、将来的に一般就労が可能な人については、一般就労への

移行が行えるよう必要に応じ支援します。併せて、障害のある人のスキルや特性

に応じた就労先につなげるための支援や、就労定着のための支援を提供できる

体制整備を進めます。 

短期入所については、障がいのある人が地域で安心して暮らしていくため、

介護者が病気になった時など、必要な時にサービスが利用できるよう、提供体

制の充実を図ります。 
 

◆生活介護 

（月間） 

見込量 

単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

人日 2,920 2,920 2,920 

人 146 146 146 

（うち重度障害者数） 人 130 130 130 

※月平均の人数 

 

 

  

イ 日中活動系サービス 

143 147 145 146 146 146 
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利用者数 利用日数



34 

 

◆自立訓練 

（月間） 

機能訓練 単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

見込量 
人日 0 0 22 

人 0 0 1 

※月平均の人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（月間） 

生活訓練 単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

見込量 
人日 54 54 54 

人 3 3 3 

※月平均の人数 
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◆就労選択支援（令和 6 年度開始） 

（月間） 

見込量 
単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

人 0 0 1 

※月平均の人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆就労移行支援 

（月間） 

見込量 

単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

人日 0 0 18 

人 0 0 1 

※月平均の人数 
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◆就労定着支援 

（月間） 

見込量 

単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

人日 24 24 24 

人 2 2 2 

※月平均の人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆就労継続支援（A 型） 

（月間） 

見込量 

単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

人日 22 22 22 

人 1 1 1 

※月平均の人数 
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◆就労継続支援（B 型） 

（月間） 

見込量 

単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

人日 1,980 1,980 1,980 

人 105 105 105 

※月平均の人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆療養介護 

（月間） 

見込量 
単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

人 7 7 7 

※月平均の人数 
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◆短期入所（福祉型） 

（月間） 

見込量 

単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

人日 256 256 256 

人 16 16 16 

（うち重度障害者数） 人 7 7 7 

※月平均の人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆短期入所（医療型） 

（月間） 

見込量 

単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

人日 0 0 16 

人 0 0 1 

（うち重度障害者数） 人 0 0 1 

※月平均の人数 
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共同生活援助（グループホーム）については、障がいのある人の地域生活を

進める観点からも、引き続き計画的な整備が必要となります。市では、地域住

民の障がいに対する理解が深まるよう努めるとともに、ニーズに応じたサービ

スの提供が行えるようサービス提供事業所への支援に努めます。 

施設入所支援については、入所が必要となる人が可能な限り希望する施設を

利用できるよう、適切なサービス提供に努めます。地域移行を進める中にあって

も、在宅生活が困難となった方の受入先は必要であり、セーフティネットとして

の機能を維持できるよう事業所との連携を図ります。 

 自立生活援助については、病院やグループホーム等から退所した障がいのあ

る人が地域で自立した生活ができるよう、対象者や見込量等を精査し、体制の

整備に努めます。 

 

 

◆共同生活援助 

（月間） 

見込量 
単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

人 66 66 66 

（うち重度障害者数） 人 30 30 30 

※月平均の人数 
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◆施設入所支援 

（月間） 

見込量 
単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

人 70 70 70 

※月平均の人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆自立生活援助 

（月間） 

見込量 
単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

人 0 0 1 

※月平均の人数 
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相談支援は個々に応じた全てのサービスの適切な利用を支える重要なサービ

スであることから、障がいのある人やその家族が、必要となる障害福祉サービス

を円滑に利用できるよう、障がいの特性や心身の状況、周りを取り巻く環境や障

害福祉サービスの利用に関する意向、その他の事情などを勘案し、サービス等利

用計画を作成します。 

サービス等利用計画は、障害福祉サービスの支給決定に先立ち、必ず作成さ

れるよう体制を維持することが重要です。 

 

◆計画相談支援 

（月間） 

見込量 
単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

人 100 100 100 

※月平均の人数 

 

エ 相談支援 

97 97 99 100 100 100

20

40

60

80

100

120

実績 R3 R4 R5

(見込)

本計画 R6 R7 R8

[人]

利用者数
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◆地域移行支援 

（月間） 

見込量 
単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

人 1 1 1 

※月平均の人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆地域定着支援 

（月間） 

見込量 
単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

人 4 4 4 

※月平均の人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0 0 0

1 1 1

0

1

2

実績 R3 R4 R5

(見込)

本計画 R6 R7 R8

[人]

利用者数

3 3 3

4 4 4

0

1

2

3

4

5

実績 R3 R4 R5

(見込)

本計画 R6 R7 R8

[人]

利用者数
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地域生活支援事業は、自立支援給付による介護・訓練等の指定障害福祉サー

ビスとともに、障がいのある人が地域で安心して暮らせる社会の実現に向け、

総合的な自立支援システムの一翼を担う重要な事業です。 

地域生活支援事業は市が実施主体となり、必ず実施しなければならない事業

（必須事業）と、地域の実情や利用者のニーズ等に応じて、必要と考えられる

内容の事業（任意事業）を選び実施することができます。 

本市においては、市内におけるサービス提供体制の確保、利用者の経済的負

担への配慮等を図りつつ、障がいのある人が、地域に住む人との相互理解のも

と、尊厳をもって地域で生活するために必要な事業を見極め、計画的かつ効果

的に事業を展開していきます。 

 

  

２ 地域生活支援事業の部 
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（１） 事業の実施内容と見込量 

 

 

 

（ア）理解促進研修・啓発事業 

障がいのある人が日常生活や社会生活を営む上で生じる「社会的障壁」を除去

するよう、障がいに対する地域の住民の理解を深めるための研修や啓発事業を

実施します。 

 

見込量 
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

実施の有無 実施の有無 実施の有無 

理解促進研修・啓発事業 有 有 有 

 

 

（イ）自発的活動支援事業 

障がいのある人が自立した日常生活ができるよう、障がいのある人やその家

族、地域住民等の地域における自発的な取組みを支援します。 

 

見込量 
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

実施の有無 実施の有無 実施の有無 

自発的活動支援事業 有 有 有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ア 必須事業 
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（ウ）相談支援事業 

相談支援事業は、障がいのある人の相談に応じて、福祉サービスの利用援助

（情報提供、相談等）、社会資源を活用するための支援（各種支援施策に関する

助言・指導等）、社会生活力を高めるための支援、権利擁護のために必要な援助、

専門機関の紹介などのほか、地域自立支援協議会（鹿角市障がい者自立支援協議

会）の運営など、障がい福祉に関する広範な分野にわたり総合的なサポートを行

います。 
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ⅰ 障害者相談支援事業 

障がいのある人の福祉に関する各般の問題については、鹿角市障がい者総合

サポートセンターを拠点として、障がいのある人や介護を行う人等からの相談

に応じ、日常生活や社会生活に必要な情報の提供や助言、その他の障害福祉サー

ビスの利用支援などを総合的に支援します。 

鹿角市障がい者虐待防止センターにおいては、障がいがあることに起因した

虐待に関する相談支援や、虐待の早期発見、防止体制の構築に努めるとともに、

障がいのある人の権利擁護を一層強化するため、成年後見制度の利用に必要な

関係機関との連絡調整や申立て、利用の際に必要な経済的負担に対する援助を

実施します。 

また、鹿角市基幹相談支援センターは、専門的職員を配置し、地域の相談支援

を包括するとともに、地域の相談支援の中核的な役割を担い、総合的かつ専門的

な相談支援を展開します。 

鹿角市障がい者自立支援協議会については、障がいがある人の福祉・医療・教

育・雇用に関連する機関等によるネットワークを強化し、個別の相談支援の事例

を通じて明らかになる地域の課題を共有し、障がいがある人の自立に必要とさ

れる社会資源等、支援環境を整備します。 

 

見込量または設置の有無 
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

実施箇所数 実施箇所数 実施箇所数 

地域自立支援協議会 1 1 1 

基幹相談支援センター 1 1 1 

虐待防止センター 1 1 1 
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ⅱ 基幹相談支援センター機能強化事業（重層的支援体制整備事業） 

相談支援事業が適正かつ円滑に実施されるように、一般的な相談支援事業に

加え、社会福祉士や精神保健福祉士など、特に必要と認められる能力を有する専

門的職員を配置することにより、相談支援機能を強化します。 

また、相談者の属性や世代に関わらず、包括的に相談を受け止め、専門分野の

相談支援機関へのつなぎや情報提供などを行い、連携して支援を行います。 

 

見込量 
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

実施の有無 実施の有無 実施の有無 

基幹相談支援センター機能強化 

事業 
有 有 有 

 

 

ⅲ 住宅入居等支援事業（居住サポート事業） 

賃貸契約による一般住宅（公営住宅及び民間の賃貸住宅）への入居にあたって

保証人がいないなどの理由により、入居が困難で支援が必要な障がいのある人

について、入居に必要な調整などに関する支援や、家主等への相談・助言を行い

ます。 

 

見込量 
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

実施の有無 実施の有無 実施の有無 

住宅入居等支援事業 有 有 有 

 

 

（エ）成年後見制度利用支援事業 

知的障がいや精神障がいのある人で、障害福祉サービスの利用などの視点か

ら、契約が困難な場合や、親族の状況などにより成年後見制度の利用が有効と認

められる人に対し、申立てに要する経費（登記手数料、鑑定費用等）や後見人等

の報酬の全部または一部を助成し、制度の利用を支援しながら障がいのある人

の権利擁護を図ります。 

 

見込量 
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

実利用者数 実利用者数 実利用者数 

成年後見制度利用支援事業 1 1 1 
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（オ）意思疎通支援事業 

聴覚、言語機能、音声機能その他の障がいにより、意思疎通を図ることが困難

な人を対象に、手話通訳者や要約筆記者を派遣し、意思疎通の円滑化を支援しま

す。 

 

見込量 

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

実施箇

所数 

実利用

者数 

実施箇

所数 

実利用

者数 

実施箇

所数 

実利用

者数 

手話通訳者・要約筆記者派遣事業  4  4  4 

手話通訳者設置事業 0  0  0  

 

 

（カ）日常生活用具給付等事業 

在宅で生活している重度の身体障がい、知的障がい、精神障がいのある人で、

対象となる用具を必要とする人に対し、用具を給付又は貸与することで、日常生

活を支援します。 

 

見込量 
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

件数 件数 件数 

介護・訓練支援用具 2 2 2 

自立生活支援用具 1 1 1 

在宅療養等支援用具 3 3 3 

情報・意思疎通支援用具 5 5 5 

排せつ管理支援用具 880 880 880 

居宅生活動作補助用具（住宅改修費） 3 3 3 
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（キ）手話奉仕員養成研修事業 

意思疎通を図ることに支障がある障がい者が、外出先等で円滑に意思疎通を

行えるように、市民が手話を学ぶための研修会を開催し、日常会話程度の手話表

現技術の取得を促進します。 

 

見込量 

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

修了(登録) 

見込み者数 

修了(登録) 

見込み者数 

修了(登録) 

見込み者数 

実養成講習修了(登録)見込み者数 0 4 0 

 

 

（ク）移動支援事業 

屋外での移動が困難な障がいのある人が、買い物や余暇活動などの社会参加

において、円滑に外出することができるよう、ヘルパーによるマンツーマンの個

別移動支援や、福祉車両の定期運行による移動支援を実施します。 

 

見込量 

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

実利用

者数 

延利用 

時間数 

実利用

者数 

延利用 

時間数 

実利用

者数 

延利用 

時間数 

個別支援型 20 400 20 400 20 400 

車両移送型 50 500 50 500 50 500 

 

 

（ケ）地域活動支援センター事業（重層的支援体制整備事業） 

地域で生活する障がいのある人の日中活動の場として、鹿角市障がい者総合

サポートセンター内に地域活動支援センターを開設し、利用者の状況に応じて

創作的活動や生産活動の機会を提供し、日常生活の充実を図ります。 

また、社会参加のきっかけとなる場所でもあることから、障害のある人だけで

はなく、世代や属性を越えた多様なニーズに対応した居場所としての利用を推

進します。 

 

見込量 

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

実施箇

所数 

実利用

者数 

実施箇

所数 

実利用

者数 

実施箇

所数 

実利用

者数 

市内地域活動支援センター 1 80 1 80 1 80 

市外地域活動支援センター 1 17 1 17 1 17 



50 

 

 

 

 

（ア）訪問入浴サービス事業 

在宅で生活している重度の身体障がいがある人で、居宅における入浴が困難

な人を対象に、自宅を訪問し専用浴槽を使って入浴を介助します。 

 

見込量 

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

実施箇

所数 

実利用

者数 

実施箇

所数 

実利用

者数 

実施箇

所数 

実利用

者数 

訪問入浴サービス事業 1 １ 1 １ 1 １ 

 

 

（イ）日中一時支援事業 

障がいのある人について、日中に監護する人がいない場合や、家族の一時的な

休息を図るため、障がいのある人に対し活動の場を提供し、見守りのほか社会に

適応するための日常的な訓練を実施します。 

 

見込量 

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

実施箇

所数 

実利用

者数 

実施箇

所数 

実利用

者数 

実施箇

所数 

実利用

者数 

日中一時支援事業 1 10 1 10 1 10 

 

 

（ウ）巡回支援専門員整備事業（地域障害児支援体制強化事業） 

発達障がい等に関する知識を持った専門員が保育所等を訪問し、子どもや保

護者、担当職員に対し助言を行うことで、障がいの早期発見・早期対応につなが

るよう支援します。 

また、発達の問題が表面化しやすい５歳児を対象に、「５歳児すくすく健康相

談事業」を実施し発達の確認を行うことで、就学に向けたケアに努めます。 

 

見込量 

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

配置 

人数 

実利用

児童数 

配置 

人数 

実利用

児童数 

配置 

人数 

実利用

児童数 

巡回支援専門員整備事業 1 145 1 121 1 113 

 

 

イ その他の事業（任意事業） 
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（エ）社会参加促進事業 

文字による情報入手が困難な視覚障がいのある人に対し、音声訳により市の

広報や障がい者関係事業の紹介、生活情報などを定期的に提供します。 

また、自動車運転免許の取得や自動車の改造に係る費用の一部を助成するな

ど、障がいのある人の就労に結びつく支援や社会参加を促進します。 

 

見込量 
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

実利用者数 実利用者数 実利用者数 

声の広報発行事業 10 10 10 

自動車運転免許取得・改造助成事業 5 5 5 

 

 

（オ）成年後見制度普及啓発事業 

成年後見制度の利用促進を図る中核機関を設置し、福祉・保健・医療・司法関

係者等によるネットワークの構築により、相談体制の強化を図ります。 

また、制度について広く周知し、後見等のニーズを精査することで必要な支援

の調整を行います。 

 

見込量 

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

実施箇所数 実施箇所数 実施箇所数 

成年後見制度普及啓発事業 1 1 1 

 

 



 



 

 

第３期鹿角市障がい児福祉計画 
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第１章 障がいのある子どもの状況 

 

 

秋田県立比内支援学校かづの校に在籍する児童・生徒数は、令和５年４月１

日現在で、小学生が９人（男子８人、女子１人）、中学生が13人（男子10人、

女子３人）、高校生が29人（男子22人、女子７人）となっています。 

また、特別支援学級に在籍する児童・生徒数は、小学生が57人（男子43人、

女子14人）、中学生が16人（男子15人、女子１人）となっています。 
 

 

 

 本市における小児特定慢性疾病医療受給者数は、令和４年度末時点において

25 人となっています。 

●小児慢性特定疾病医療受給者数              （単位：人）   

疾病 

番号 
疾      患      名 R2 年度 R3 年度 R4 年度 

1 悪性新生物 7 4 3 

2 慢性腎疾患 3 3 2 

3 慢性呼吸器疾患 0 0 0 

4 慢性心疾患 7 8 9 

5 内分泌疾患 3 3 2 

6 膠原病 3 3 2 

7 糖尿病 1 1 1 

8 先天性代謝異常 1 0 0 

9 血液疾患 1 0 1 

10 免疫疾患 0 0 1 

11 神経·・筋疾患 2 3 2 

12 慢性消化器疾患 0 0 1 

13 染色体又は遺伝子に変化を伴う症候群 1 0 0 

14 皮膚疾患群 0 0 0 

15 骨系統疾患 1 1 1 

16 脈管系疾患 0 0 0 

 
合       計 30 26 25 

※資料 秋田県大館福祉環境部 

 

 

 

１ 障がいのある児童・生徒の状況 

２ 小児慢性特定疾病患者の状況 
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保育園等での障がいのある子どもの受入実績は、令和５年４月１日現在で、保

育所 43 人、認定こども園 15 人、放課後児童健全育成事業（児童クラブ）12

人となっています。 

子育てに不安を抱えている親子への支援として実施している親子教室事業に

は、11 人の子どもの参加がありました。 

 

 

 

 本市の障害児通所支援利用者に交付される受給者証の交付者数は、令和５年

４月１日現在で、49 人となっています。 

 

 

 

本市の障害児通所支援給付費の令和４年度の支出額は約 3,400 万円となっ

ており、令和２年度と比較すると 660 万円ほどの増加となっています。令和

４年度以降、市内に通所支援事業所が増えたことから、特に児童発達支援と放

課後等デイサービスの利用者数が大幅に増加しており、今後も継続した利用が

見込まれます。 

 

●障害児通所支援給付費の年間支出額 

障害福祉サービス 
年間支出額[円] 年間延べ利用人数[人] 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 

児童発達支援 1,840,938 924,010 4,249,272 66 54 131 

放課後等デイサービス 23,021,899 22,893,201 25,490,407 221 260 293 

保育所等訪問支援 968,810 770,290 819,163 58 59 46 

障害児相談支援 1,506,800 2,023,760 3,370,010 79 101 153 

合計 27,338,447 26,611,261 33,928,852 424 474 623 

 

  

４ 障害児通所支援利用者の状況 

５ 障害児通所支援給付費の年間支出額 

３ 子ども・子育て支援事業等の利用状況 
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調査の対象は、令和５年８月時点で鹿角市から児童通所支援受給者証を交付

されている、18歳以下の55人とし、郵送や自立支援協議会委員等を通じて配

付と回収を行いました。回答数は24人、回答率は43.6％となりました。 

数値目標及びサービス量の参考とするための主な設問および回答結果は次の

通りです。 

 

・問22「日常生活について」 

日常生活については、お小遣いの管理、買い物（45.8％）、外出（通学等

の移動）（20.8％）、学習や活動への取組み（20.8％）にいつも手助けが必

要な方が多く、また、部分的に手助けが必要な方が多いのは、同様にお小遣

いの管理、買い物（41.7％）、学習や活動への取組み（41.7％）、外出（通

学等の移動）（37.5％）、となっています。 

・問23「平日の日中を主に過ごしている場所は」 

放課後等デイサービス（25.5％）、小中学校（特別支援学級）（19.1％）  

となっています。 

・問27「日常生活で困っていること、不安に思っていることは」 

将来に不安を感じている（54.5％）、人間関係に支障がある（18.2％）、

近くに、病気や障害を理解したうえで診てもらえる病院がない（18.2％）と

なっております。 

・問30「利用しているサービス」 

障害児相談支援（70.8％）、放課後等デイサービス（70.8％）、次に児童

発達支援（62.5％）となっています。 

・問32「将来希望する暮らしのために必要と思うことは」 

主な意見として、働く場所の確保（22.1％）、働くための訓練・就労に向

けた支援（20.8％）、自立生活のための訓練・指導（16.9％）が挙げられて

います。 

・問35「障がいのある方への地域理解を進めるうえで必要なこと」 

  教育現場での障がい者に関する教育や情報の提供（31.4％）、障がい者の

一般企業への就労の促進（27.5％）が特に多い意見となっています。 

 

 アンケート結果から、障がいのある子どもやその家族にとって、障がいやそ

の特性を広く理解してもらうための教育環境、大人になったときの自立した生

活や、将来働くための訓練等支援、安心できる医療体制などが求められていま

す。 

  

６ 障がいのある子どもへのアンケート調査の結果 
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第２章 数値目標の設定 

 

 基本指針では、令和８年度末までに、市内または圏域内において「児童発達

支援センターを１カ所以上設置すること」、「障がい児の地域社会への参加・包

容（インクルージョン）を推進する体制を構築すること」、「主に重症心身障が

い児を支援する児童発達支援事業所及び放課後等デイサービス事業所を１カ所

以上確保すること」を目指すこととしているほか、医療的ケア児が適切な支援

を受けられるよう、「保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関が連携

を図るための協議の場を設けるとともに、医療的ケア児等に関するコーディネ

ーターを配置すること」が求められています。 

児童発達支援センターは、障がいのある子どもを総合的に支援する中心機関

として必要とされていますが、本市においては新たに設置するのではなく、既

存の事業所と連携しながら、同等の中核的な支援機能を有する体制整備を目指

します。また、重度心身障がいのある子どもを支援する児童発達支援や放課後

等デイサービスについは、ニーズに応じて既存事業所を利用できるよう、関係

機関で検討していきます。 

障害のある子どもの地域社会への参加・包容（インクルージョン）について

は、保育所等訪問支援を活用しながら、事業所と保育所等が協力して受け入れ

られるよう、体制を整備していきます。 

医療的ケア児等の支援は、対象となる子どもの実態把握に努めるとともに、

必要な支援やコーディネーターの配置について検討します。 

 

 

 

 

項 目 目 標 考え方 

児童発達支援センター 令和８年度末までに鹿

角市または圏域で少な

くとも１カ所を整備す

る 

同等の中核的な支援機

能を有する体制整備を

検討する 

主に重症心身障がい児を支

援する児童発達支援事業所 

ニーズに応じて既存事

業所を利用できるよう

体制整備を検討する 

１ 障がいのある子どもへの支援提供体制の整備等 

目標の設定 
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項 目 目 標 考え方 

障がい児の地域社会への参

加・包容（インクルージョ

ン）の推進体制の構築 

令和８年度末までに通

所支援事業所や保育所

等が協力し、障がい児

の地域社会への受入体

制を整備する 

保育所等訪問支援等を

活用しながら、障がい

の有無にかかわらず、

すべての児童がともに

成長できる受入体制を

整備する 

医療的ケア児支援のための

関係機関との協議の場の設

置とコーディネーターの配

置 

令和８年度末までに鹿

角市または圏域で協議

の場を設けるととも

に、コーディネーター

を１人以上配置する 

障がい者自立支援協議

会を活用し、コーディ

ネーターによる円滑な

支援の調整・検討を行

う 

 

※医療的ケア児 

 生活を営むために医療的ケア（人工呼吸器の管理、気管切開の管理、酸素療法、吸引、

経管栄養、中心静脈カテーテルの管理、血糖管理、導尿、人工肛門の管理等）を日常的に

要する状態にある子ども 

 

※インクルージョン 

 障がいの有無にかかわらず、様々な背景を持つ子どもを同じ環境で受け入れ、すべての

子どもが必要な援助を受けながら共に成長できることを目指す取組み 
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 基本指針では、相談支援体制を充実・強化するため、令和８年度末までに、

「各市町村において、総合的な相談支援、地域の相談支援体制の強化及び関係

機関等の連携の緊密化を通じた地域づくりの役割を担う基幹相談支援センター

を設置すること」と、地域づくりに向けた障がい者自立支援協議会の機能をよ

り実効性のあるものとするため、当該協議会において「個別事例の検討を通じ

た地域サービス基盤の開発・改善等を行うとともに、これらの取組みを行うた

めに必要な協議会の体制を確保すること」が求められています。 

 本市では、相談支援体制の充実を図るため、基幹相談支援センターが中心と

なり、各事業所が抱える課題について事例検討を通じて意見交換を行うなど、

相談支援専門員の資質向上を図っています。また、鹿角市障がい者自立支援協

議会においても、発達と生活支援部会（子ども部会）の中で、子どもに特化し

た課題等について情報共有し、関係機関での連携した支援に努めています。引

き続き、適切なサービス提供や支援につながるよう、体制強化に向けて積極的

に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

項 目 目 標 考え方 

総合的な相談支援、地域の相

談支援体制の強化及び関係機

関等の連携緊密化を通じた地

域づくりの役割を担う基幹相

談支援センターの設置 

相談支援連絡 

協議会の開催 

（年間６回） 

 

主任相談支援 

専門員の配置 

相談支援事業所に対す

る助言、人材育成の支

援、相談機関との連携

強化の取組みの実施、

個別事例の支援内容の

検証実施を行う 

自立支援協議会における個別

事例の検討を通じた地域サー

ビス基盤の開発、改善 

自立支援協議会 

専門部会の開催 

 

年間１０回 

自立支援協議会におけ

る事例検討を行う 

 

 

 

 

２ 相談支援体制の充実・強化等 

目標の設定 
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第３章 サービス見込量の設定と確保対策 

 

 

 

(１) サービスの内容と対象者 

子ども・子育て支援法は、基本理念に「子ども・子育て支援の内容及び水準

は、全ての子どもが健やかに成長するように支援するものであって、良質かつ

適切なものでなければならない」と定めています。障がいのある子どもについ

て、子ども・子育て支援法に基づく教育・保育等の利用状況も考慮しつつ、居

宅介護や短期入所等の障害福祉サービス、児童福祉法に基づく専門的な支援体

制を確保します。 

指定障害児通所支援事業所などによって提供される各サービスの概要は以下

のとおりです。すべての子どもが健やかに成長するよう、教育、保育等の関係

機関とも連携しながら、障がいのある子どもとその家族に対し、身近な場所で

良質かつ適切な支援を行い、共生社会を目指すものです。 

 

障害児通所支援等 

サービス名 実施内容 対象者 

児童発達支援 日常生活における基本的な動作の指

導、知識技能の付与、集団生活への適

応訓練、その他必要な支援を行います 

療育の観点から集団療育及び個別療育

の必要があると認められる未就学の障

がい児 

居宅訪問型児童発達

支援 

障がいのある子どもの居宅を訪問し、

日常生活における基本的な動作の指

導、知識技能の付与、集団生活への適

応訓練、その他必要な支援を行います 

重度の障がいの状態その他これに準ず

る状態にあり、児童発達支援、医療型児

童発達支援又は放課後等デイサービス

を受けるために外出することが著しく

困難であると認められた障がい児 

放課後等 

デイサービス 

授業の終了後又は学校の休業日に、施

設へ通わせ、生活能力の向上のために

必要な訓練、社会との交流の促進その

他必要な支援を行います 

学校教育法第１条に規定している学校

（幼稚園及び大学を除く。）に就学して

おり、授業の終了後又は休業日に支援

が必要と認められた障がい児 

 

  

１ 障害児通所支援の部 
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サービス名 実施内容 対象者 

保育所等訪問支援 保育所等を訪問し、障がいのある子ど

もに対して、集団生活への適応のため

の専門的な支援その他必要な支援を

行います 

保育所、幼稚園、小学校、特別支援学校、

認定こども園その他児童が集団生活を

営む施設に通う障がい児であって、当

該施設を訪問し、専門的な支援が必要

と認められた児童 

障害児相談支援 相談支援専門員が、適切なサービス利

用に向けたケアマネジメントを実施

し、生活全般に関する相談や、障害福

祉サービスの利用希望などを調整し

た個々の利用計画の作成と定期的な

見直し（モニタリング）を行います 

障害児通所支援を利用する障がい児 

 

 

 

 

 



【障害児通所支援等】 令和６年２月時点

事業者名 事業所　・　施設名 定員 備考

（福）愛生会 smile+WAKABA 10 放デと併用定員

（福）花輪ふくし会 児童通所多機能型事業所　とぅいんくる (15) 放デと併用定員

- - -

（福）愛生会 smile+WAKABA (10) 児発と併用定員

（福）花輪ふくし会 児童通所多機能型事業所　とぅいんくる 15 児発と併用定員

（福）愛生会 smile+WAKABA -

（福）花輪ふくし会 児童通所多機能型事業所　とぅいんくる -

【相談支援】

事業者名 事業所　・　施設名 定員 備考

（福）愛生会 はなわあいの指定特定相談支援事業所 -

（福）花輪ふくし会 指定相談支援事業所「鹿角市障害者センター」 -

鹿角市内の指定障害児通所支援事業所一覧

居宅訪問型児童発達支援

放課後等デイサービス

保育所等訪問支援

障害児相談支援

サービス名

児童発達支援

サービス名

60
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 (２) サービス量の算出方法 

月間における各サービス量等の算出方法は、以下のとおりです。 

サービス名 支援量（月間）の算出方法 

児童発達支援  

 実利用者数の見込み（人）は、令和３年度から令和４年度までの実績及び

令和５年度見込みの利用者数と利用日数を参考に、児童数の推移などを

勘案して算定しています 

 

居宅訪問型 

児童発達支援 

 

 令和５年度までの利用者はありませんが、今後もニーズの把握に努める

こととし、令和８年度末までに実利用者数１人を見込み算定しています 

 

放課後等 

デイサービス 

 

 実利用者数の見込み（人）は、令和３年度から令和４年度までの実績及び

令和５年度見込みの利用者数と利用日数を参考に、児童数の推移などを

勘案して算定しています 

 

保育所等訪問支援 

障害児相談支援 

 

 

 実利用者数の見込みは、これまでの相談支援の実績や障がいのある児童

のサービス利用状況を踏まえ、年間の総利用者数を推計し、これを

「12(カ月)」で除した値を採用しています 
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(３) サービス見込量と確保対策 

障がいのある子どもとその家族が、希望するサービスを適切に受けられるよ

う、支援利用者、相談支援事業所、支援提供事業所間での調整や指導等を通じ

て、支援の種類・組合せ・量を利用計画に反映し、モニタリングによる計画内

容の確認と見直しを行います。 

また、支援提供事業所による人材確保や資質向上を促進しながら、十分な支

援の提供体制の確保を進めます。 

 

 

◆児童発達支援 

（月間） 

見込量 

単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

人日 40 40 40 

人 12 12 12 

※月平均の人数 
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[人日][人]

利用者数 利用日数
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◆居宅訪問型児童発達支援 

（月間） 

見込量 

単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

人日 0 0 10 

人 0 0 1 

※月平均の人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆放課後等デイサービス 

（月間） 

見込量 

単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

人日 500 500 500 

人 36 36 36 

※月平均の人数 
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◆保育所等訪問支援 

（月間） 

見込量 

単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

人日 6 6 6 

人 6 6 6 

※月平均の人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆障害児相談支援 

（月間） 

見込量 
単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

人 20 20 20 

※月平均の人数 
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(１) 支援の内容と対象者 

子ども・子育て支援事業と障害児通所支援は「鹿角市子ども・子育て支援事

業計画」においても一体となって取り組むこととしています。 

このなかの「保育サービスの充実」において、「障害児保育事業」を重点事

業として挙げており、保育所等における専任保育士の確保に努めることとして

いるほか、「障がい児施策の充実等」では、「５歳児すくすく健康相談事業」

を重点事業とし、年中児童を対象とした発達状況の確認や、巡回支援専門員に

よる発達障害などの早期発見・早期支援を進めることとしており、障がいのあ

る子どもが身近な地域で安心して生活ができるよう、支援の充実を図ります。 

子ども・子育て支援法に基づく教育・保育等施設の利用実績を考慮しつつ、

障害福祉サービスとの連携を図りながら、児童福祉法に基づく障がい児支援等

の専門的な支援を確保します。 

 

 (２) 支援見込量と確保対策 

障がいのある子どもとその家族にとって、良質かつ適切な支援体制となるよ

う、５歳児すくすく健康相談事業や、入所・入園前の各種健診、保護者との面

談等により状況を確認し、一人ひとりに合わせた各施設の人員配置を行ってい

ます。この過程を踏まえることによって、支援見込量を設定します。 

また、支援提供事業所による人材確保や資質向上を促進しながら、十分な支

援の提供体制の確保に努めます。 

 

 

  

２ 子ども・子育て支援事業の部 
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◆「保育所」における支援が必要な子どもの人数 

 

見込量 
単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

人 47 47 47 

※実人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「認定こども園」における支援が必要な子どもの人数 

 

見込量 
単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

人 15 15 15 

※実人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

64 
60 

47 47 47 47 

0

10

20

30

40

50

60

70

実績 R3 R4 R5

(見込)

本計画 R6 R7 R8

[人]

利用者数

11 

16 
15 15 15 15 

0
2
4
6
8

10
12
14
16
18
20

実績 R3 R4 R5

(見込)

本計画 R6 R7 R8

[人]

利用者数



67 

 

◆「放課後等児童健全育成事業(児童クラブ)」における支援が必要な子どもの人数 

 

見込量 
単位 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

人 12 12 12 

※実人数 
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《 資 料 》 
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１ 鹿角市障がい者計画等策定懇談会設置要綱 

令和２年10月19日訓令第103号 

改正 

令和３年４月１日訓令第87号 

令和５年６月30日訓令第101号 

鹿角市障がい者計画等策定懇談会設置要綱 

（設置） 

第１条 障害者基本法（昭和45年法律第84号）第11条第３項の規定に基づく

鹿角市障がい者計画、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するため

の法律（平成17年法律第123号）第88条の規定に基づく鹿角市障がい福祉計

画及び児童福祉法（昭和22年法律第164号）第33条の20の規定に基づく鹿

角市障がい児福祉計画（以下これらの計画を「鹿角市障がい者計画等」という。）

を策定するため、鹿角市障がい者計画等策定懇談会（以下「策定懇談会」とい

う。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 策定懇談会は、次の事項を所掌する。 

(１) 鹿角市障がい者計画等の策定に関し必要な事項 

(２) 前号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 

（組織） 

第３条 策定懇談会は、会長、副会長及び委員をもって構成する。 

２ 策定懇談会は、障害者福祉に係る団体及び機関の代表並びに保健、医療、教

育及び雇用関係者等並びに市の職員のうちから、市長が委嘱又は任命する15

人以内の委員をもって充てる。 

３ 会長及び副会長は、委員の互選により選出する。 

（任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱の日からその日の属する年度の翌々年度末までと

し、再任を妨げない。ただし、委員の欠員により補充する委員の任期は、前任

者の残任期間とする。 

（運営） 

第５条 会長は、策定懇談会を招集し、会務を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

３ 会長及び副会長に事故があるときは、あらかじめ会長が指名する委員がそ

の職務を代理する。 

４ 会長は、必要があると認めるときは、策定懇談会に委員以外の者の出席を求

め、又は他の方法により意見を聴くことができる。 

（庁内検討会） 
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第６条 策定懇談会を補佐し、専門的な調査研究を行うための庁内組織として、

庁内検討会（以下「検討会」という。）を置くことができる。 

２ 検討会の座長は、福祉総務課長をもって充てる。 

３ 検討会は、別表に掲げる課の実務担当者であって、当該所属長から推薦され

た職員をもって構成する。 

４ 座長は、検討会を招集し、会務を総理する。 

（庶務） 

第７条 策定懇談会及び検討会の庶務は、健康福祉部福祉総務課において処理

する。 

（委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和２年10月19日から施行する。 

（鹿角市障がい者計画の策定に関する要綱の廃止） 

２ 鹿角市障がい者計画の策定に関する要綱（平成22年鹿角市訓令第75号）は、

廃止する。 

附 則（令和３年４月１日訓令第87号） 

この訓令は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則（令和５年６月30日訓令第101号） 

この要綱は、令和５年６月30日から施行する。 

別表（第６条関係） 

総務課、政策企画課、財政課、市民課、生活環境課、税務課、福祉総務課、す

こやか子育て課、あんしん長寿課、農業振興課、産業活力課、都市整備課、教育

委員会総務学事課、教育委員会生涯学習課、教育委員会スポーツ振興課、消防本

部警防予防課 
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2 鹿角市障がい者計画等策定懇談会名簿 

区  分 氏  名 所属・職名 

福 祉 田 島 秀 子 鹿角市障がい者総合サポートセンター センター長 

福 祉 成 田 喜 輝 指定障害者支援施設 鹿角苑 施設長 

福 祉 菅 原   崇 鹿角市社会福祉協議会 地域福祉課長 

福 祉 金 澤 澄 子 ＮＰＯ法人 かづの活動センター出発の家 施設長 

福 祉 川 又 聡 一 ＮＰＯ法人 鹿角親交会 次長 

福 祉 泉 谷 栄 子 ＮＰＯ法人 青垣 施設長兼管理者 

福 祉 池 田 裕香子 社会福祉法人愛生会 児童発達支援管理責任者 

福 祉 小田島   昭 鹿角市身体障がい者協会 会長 

保 健 山 田 良 勝 秋田県北秋田地域振興局大館福祉環境部 副主幹 

保 健 畠 山 睦 子 鹿角地区保育協議会 会長 

保 健 工 藤 千 秋 鹿角市すこやか子育て課 課長 

医 療 嶋 田 理 恵 かづの厚生病院 医療福祉相談室 社会福祉士 

教 育 泉 澤 博 人 秋田県立比内支援学校かづの校 進路指導主事 

雇 用 大 柳 侑 也 鹿角公共職業安定所 企画紹介係 

 

３ 鹿角市障がい者計画等策定のプロセス 

開 催 日 会議等の名称 

令和 5 年 10 月 13 日～ 

令和 5 年 1 1 月 1 0 日 
障害福祉サービス利用実態調査 

令 和 5 年 1 1 月 2 日 第 1回障がい者計画等策定懇談会 

令和 5 年 1 2 月 1 2 日 第 2回障がい者計画等策定懇談会 

令和 5 年 1 2 月 1 5 日 鹿角市議会常任委員会（概要説明） 

令和 5 年 1 2 月 2 5 日 部課長会議（概要説明） 

令和 5 年 12 月 28 日～ 

令 和 6 年 1 月 3 1 日  
パブリックコメント（意見なし） 

令 和 6 年 2 月 1 5 日 第 3回障がい者計画等策定懇談会 

令 和 6 年 2 月 2 6 日 計画の決定 

 



 

  



 

 

令和５年度 

《障害福祉サービス利用実態意向調査実施結果報告書》 
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１．実施概要 

 障害者総合支援法に基づく第７期鹿角市障害福祉計画に向けて、障がい福

祉サービスや地域生活支援事業の提供体制の整備や円滑な実施を確保するた

めの基本的指針が国から示されました。 

 これを受け鹿角市障がい者自立支援協議会では、令和３年度から令和５年

度を計画期間とする「第６期鹿角市障がい福祉計画」の総合評価を行い、福

祉サービスの利用状況を把握するとともに、将来的な福祉サービスの利用ニ

ーズや意見等をできるだけ正確に把握し、令和６年度からの「第７期鹿角市

障がい福祉計画・第３期鹿角市鹿角市障がい児福祉計画」作成の基礎資料と

して活用することを目的としてこの調査を実施しました。 

 

２．設問の構成 

 別紙アンケートを参照 

 

３．実施期間、実施対象及び実施方法 

期間：令和５年 10 月 13 日（金）から 11 月 10 日（金）まで 

対象者（障がい者）：令和５年９月１日時点で鹿角市から障害福祉受給者証が

交付されている 19 歳以上の方 

 対象者数 回答者数 回答率 

地 域 生 活 

(在宅サービス利用者) 
235 人 138 人 58.7％ 

施 設 入 所 者 74 人 34 人 45.9％ 

計 309 人 172 人 55.6％ 

 

対象者（障がい児）：令和５年９月１日時点で障害児通所支援受給者証が交付

されている 18 歳以下の方 

 対象者数 回答者数 回答率 

児童通所支援利用者 55 人 24 人 43.6％ 

 

 



前回値（令和２年度）

調査対象者 回答者 回答率 対象者 回答者 回答率

235 138 58.7% 243 164 67.5%

問１ 回答者 人数 前回値

あて名ご本人 87 63.0% 66.1%

ご家族の方 35 25.4% 28.4%

その他 16 11.6% 2.8%

無記入 0 0.0% 2.8%

計 138 100.0% 100.0%

問２ 年代 人数 前回値

10代 3 2.2% 0.6%

20代 18 13.0% 11.6%

30代 25 18.1% 19.5%

40代 28 20.3% 14.0%

50代 21 15.2% 19.5%

60代 25 18.1% 22.6%

70代以上 17 12.3% 7.9%

無記入 1 0.7% 4.3%

合計 138 100.0% 100.0%

問３ 居住地 人数 前回値

花輪地区 65 47.1% 42.7%

十和田地区 40 29.0% 26.2%

八幡平地区 4 2.9% 4.9%

尾去沢地区 9 6.5% 8.5%

その他 20 14.5% 15.9%

無記入 0 0.0% 1.8%

合計 138 100.0% 100.0%

問４ 手帳の種別について（重複あり） 人数 前回値

身体障害者手帳 １級 16 11.3% 12.4%

身体障害者手帳 ２級 12 8.5% 10.7%

身体障害者手帳 ３級 2 1.4% 1.8%

身体障害者手帳 ４級 3 2.1% 1.2%

身体障害者手帳 ５級 1 0.7% 1.2%

身体障害者手帳 ６級 1 0.7% 0.0%

療育手帳 A 35 24.6% 18.9%

療育手帳 B 29 20.4% 26.0%

精神障害者保健福祉手帳 １級 9 6.3% 4.1%

精神障害者保健福祉手帳 ２級 28 19.7% 18.3%

精神障害者保健福祉手帳 ３級 2 1.4% 3.6%

手帳なし 4 2.8% 1.8%

142 100.0% 100.0%

問５ 障がいの種類（身体障害者手帳） 人数 前回値 その他

肢体不自由（上肢・下肢・体幹など） 22 52.4% 55.7%

音声・言語・そしゃく機能障がい 4 9.5% 8.2%

視覚障がい 8 19.0% 13.1%

聴覚・平衡機能障がい 1 2.4% 4.9%

内部障がい　（心臓、呼吸器、腎臓、

ぼうこう、直腸、小腸、免疫機能、肝

臓） 6 14.3% 8.2%

盲ろう 1 2.4% 9.8%

その他 0 0.0% 9.8%

合計 42 100.0% 100.0%

地域生活（在宅サービス利用者）
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問６ 障がいの種類（療育・精神手帳） 人数 前回値 その他

統合失調症 31 24.0% 21.6% ・ダウン症

気分障がい（うつ病・躁うつ病） 8 6.2% 5.8% ・てんかん

神経症 2 1.6% 2.2% ・重度精神発達障害

依存症（アルコール・薬物など） 2 1.6% 0.7%

知的障がい 58 45.0% 44.6%

発達障がい 17 13.2% 9.4%

高次脳機能障がい 1 0.8% 0.0%

特にない 3 2.3% 7.2%

その他 7 5.4% 8.6%

合計 129 100.0% 100.0%

問７ 障がいや心身の不調に最初に気づいた時期 前回値

生まれたとき 25 18.1% 12.2%

０～５歳 35 25.4% 27.5%

６～１７歳 26 18.8% 19.1%

１８～２９歳 20 14.5% 19.1%

３０～３９歳 6 4.3% 9.2%

４０～４９歳 8 5.8% 6.9%

５０～５９歳 6 4.3% 5.3%

６０～６４歳 0 0.0% 0.8%

６５歳～ 2 1.4% 0.0%

無回答 10 7.2% 0.0%

合計 138 100.0% 100.0%

問８ 前回値 その他

診療所・医院 50 30.9% 27.7% ・障害者センター

総合病院・大学病院 53 32.7% 48.9%

専門病院（療育・精神科など） 52 32.1% 17.0%

医療機関には相談していない 5 3.1% 5.3%

その他 2 1.2% 1.1%

合計 162 100.0% 100.0%

問９ 病院の受診状況（重複あり） 前回値 その他

定期通院している 111 80.4% 70.4%

定期的に訪問診療（往診）を受けている 2 1.4% 1.8%

定期的に訪問看護を受けている 0 0.0% 3.6%

現在入院している 4 2.9% 1.8%

現在は通院していない 17 12.3% 20.1%

その他 1 0.7% 2.4%

無回答 3 2.2% 0.0%

合計 138 100.0% 100.0%

問10 難病（指定疾病）認定を受けているか 人数 前回値

受けている 2 1.4% 1.8%

受けていない 122 88.4% 87.2%

無記入 14 10.1% 11.0%

合計 138 100.0% 100.0%

問11 発達障がいと診断されたことがあるか 前回値

ある 25 18.1% 17.1%

ない 96 69.6% 69.5%

無記入 17 12.3% 13.4%

合計 138 100.0% 100.0%

問12 強度行動障がいと診断されたことがあるか 新規設問

ある 10 7.2%

ない 116 84.1%

無記入 12 8.7%

合計 138 100.0%

治療を受けたり、障がいについて相談をする場所（重複あり）
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問13 高次脳機能障がいと診断されたことがあるか 前回値

ある　→　問14へ 3 2.2% 3.7%

ない 125 90.6% 83.5%

無記入 10 7.2% 12.8%

合計 138 100.0% 100.0%

問14 前回値

視覚障がい 0 0.0% 18.2%

聴覚障がい 0 0.0% 9.1%

音声・言語・そしゃく機能障がい 1 33.3% 27.3%

肢体不自由 1 33.3% 27.3%

内部障がい 0 0.0% 18.2%

無回答 1 33.3% 0.0%

合計 3 100.0% 100.0%

問15 現在医療的ケアを受けているか 前回値

受けている　→　問１６へ 24 17.4% 20.7%

受けていない 103 74.6% 72.0%

無記入 11 8.0% 7.3%

合計 138 100.0% 100.0%

問16

前回値 その他

気管切開 1 3.4% 0.0% ・酸素吸入

人工呼吸器（レスピレーター） 2 6.9% 5.0%

吸入 1 3.4% 2.5%

吸引 1 3.4% 5.0%

胃ろう・腸ろう 0 0.0% 2.5%

鼻腔経管栄養 1 3.4% 2.5%

中心静脈栄養（ＩＶＨ） 0 0.0% 0.0%

透析 2 6.9% 5.0%

カテーテル留置 1 3.4% 2.5%

ストマ（人工肛門・人工膀胱） 0 0.0% 0.0%

服薬管理 19 65.5% 60.0%

その他 1 3.4% 15.0%

合計 29 100.0% 100.0%

問17 前回値 その他

父親 37 17.5% 16.5% ・入院

母親 51 24.2% 21.8% ・ロングステイ

配偶者 4 1.9% 1.6%

子 3 1.4% 2.5%

兄弟姉妹 20 9.5% 10.7%

その他親族 13 6.2% 4.1%

一人暮らし 19 9.0% 8.6%

グループホームなどでの集団生活 56 26.5% 29.6%

その他 8 3.8% 4.5%

合計 211 100.0% 100.0%

問18 居住の形態 人数 前回値 その他

持ち家（一戸建て） 66 47.8% 39.0% ・病院

公営住宅（市営住宅など） 5 3.6% 4.3% ・老人ホーム

グループホーム 54 39.1% 38.4%

アパートまたは貸家 8 5.8% 8.5%

その他 5 3.6% 6.7%

無記入 0 0.0% 3.0%

合計 138 100.0% 100.0%

問13で「１.ある」を選択した方の関連障がい

問15で「1.受けている」を選択した方が受けている医療ケア

（重複あり）

障がい者と一緒に暮らしている人（重複あり）
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問19 前回値 その他

老朽化しているが、改修や建て替えが難しい 26 17.1% 16.5% ・庭の管理ができない

バリアフリーになっていない 11 7.2% 7.4% ・将来の不安

部屋が狭い 13 8.6% 11.4% ・冬が寒い

アパートなどの契約時の保証人がいない 1 0.7% 1.1% ・風呂が壊れている

立ち退きを迫られている 0 0.0% 0.0% ・漏水がある

特にない 95 62.5% 60.2%

その他 6 3.9% 3.4%

合計 152 100.0% 100.0%

問20 前回値 その他

今の住宅に引き続き暮らしたい 44 31.9% 34.5% ・自宅に戻りたいようだが、難しい

アパートまたは貸家で暮らしたい 12 8.7% 4.8% ・一軒家

公営住宅に入居したい 2 1.4% 3.0% ・兄弟姉妹の住宅へ移る予定？

グループホームに入居したい 22 15.9% 16.4% ・自宅（２名）

施設に入居したい 10 7.2% 6.7% ・現状維持（６名）

わからない 3 2.2% 25.5% ・母親と暮らしたい

その他 10 7.2% 9.1% ・家に戻りたい

無回答 35 25.4% 0.0% ・家に戻りたい

合計 138 100.0% 100.0% ・施設入所中であり、退所予定無し

問21 前回値 その他

食事 22 3.1% 4.9% ・全介助

排せつ 19 2.7% 2.8%

入浴 35 5.0% 5.6%

寝返り 5 0.7% 0.8%

着替え 17 2.4% 2.7%

調理・掃除・洗濯などの家事 73 10.3% 10.0%

室内の移動 11 1.6% 1.2%

洗顔・歯磨き 18 2.5% 2.9%

電話の利用 23 3.3% 5.1%

お金の管理 71 10.1% 10.0%

日常の買物 56 7.9% 8.8%

通院、通学・通勤以外の外出 55 7.8% 6.6%

通院、通勤・通学 70 9.9% 9.2%

日常生活動作の見守り 37 5.2% 4.4%

日常生活に必要な意思の伝達 36 5.1% 4.1%

薬の管理 63 8.9% 8.6%

役所や事業所などの手続き 92 13.0% 11.5%

その他 3 0.4% 0.8%

合計 706 100.0% 100.0%

問22 前回値 ・グループホーム職員

父親 21 12.3% 10.9% ・病院スタッフ

母親 48 28.1% 25.7% ・兄弟姉妹

配偶者 3 1.8% 1.5% ・福祉関係者

子 2 1.2% 2.0%

その他の親族 18 10.5% 7.4%

ホームヘルパー 16 9.4% 10.9%

ボランティア 1 0.6% 0.0%

その他 62 36.3% 41.6%

合計 171 100.0% 100.0%

居住場所で困っていること（重複あり）

将来どのようなところで生活したいか

どのような介護や支援が必要か（重複あり）

障がい者を主に介助・支援をしている人は誰か（重複あり）
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問23

前回値 その他

一緒に住んでいる家族に頼む 19 11.3% 6.1% ・グループホーム

別に住んでいる家族に頼む 5 3.0% 6.1%

ホームヘルプを利用する 14 8.3% 12.2%

ショートステイを利用する 11 6.5% 6.1%

施設に入所する 27 16.1% 12.8%

グループホーム、福祉ホームに入所する 37 22.0% 25.0%

病院に入院する 16 9.5% 2.0%

どうしたらよいかわからない 29 17.3% 22.4%

その他 10 6.0% 7.1%

合計 168 100.0% 100.0%

問24 前回値

ほとんど毎日 62 44.9% 43.3%

３～５日程度 34 24.6% 26.2%

１～２日程度 23 16.7% 17.1%

まったく外出しない 16 11.6% 9.1%

無記入 3 2.2% 4.3%

合計 138 100.0% 100.0%

問25

前回値 その他

父母・祖父母・兄弟姉妹 27 19.6% 16.2% ・ボランティア

配偶者 1 0.7% 2.1%

子 0 0.0% 1.4%

ホームヘルパーや施設職員 34 24.6% 23.9%

その他の人 2 1.4% 7.0%

一人で外出する 40 29.0% 34.5%

無記入 34 24.6% 14.8%

合計 138 100.0% 100.0%

問26 外出の目的（重複あり） 前回値 その他

通学や通勤 27 7.5% 7.4%

福祉施設や作業所などへ通所 82 22.9% 23.9% ・草刈り

買物 97 27.1% 28.8% ・除雪

通院 76 21.2% 21.1% ・アルバイト

趣味・スポーツ 15 4.2% 4.0% ・郵便局

ボランティアや地域行事への参加 7 2.0% 2.6%

友人と会うため 13 3.6% 2.8%

散歩 30 8.4% 6.0%

特にない 2 0.6% 0.3%

その他 9 2.5% 3.1%

合計 358 100.0% 100.0%

問27 前回値 その他

介助者がいない 8 4.3% 11.3% ・介助者が家族以外いない

困ったとき周囲の人に手助けをお願いしにくい 23 12.3% 10.8% ・交通機関の予約が必要

点字ブロックや音響式信号の整備が不十分 3 1.6% 1.4% ・道路がデコボコ

汽車やバスの乗り降りがしにくい 11 5.9% 6.6% ・雪道が滑る

道路や建物に段差が多い 12 6.4% 7.1%

車いす用のトイレや手すりが少ない 6 3.2% 2.4%

建物や駅にエレベーターがない 7 3.7% 2.8%

障がい者用の駐車スペースが少ない 7 3.7% 3.8%

発作など突然の体調の変化が心配 21 11.2% 8.5%

自動車や自転車が多くて危険を感じる 16 8.6% 9.4%

特に困ることはない 64 34.2% 29.2%

その他 9 4.8% 6.6%

合計 187 100.0% 100.0%

介助・支援を受けることができなくなった場合はどうする

か（重複あり）

・外食

１週間のうちのどのくらい外出するか

問24で「4.まったく外出しない」以外を選択した方で、一

緒に外出する人は誰か

外出する時に困ることはあるか（重複あり）
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問28 前回値 その他

列車・電車 6 2.7% 2.1% ・施設のリフト付き自動車

路線バス 16 7.2% 12.5%

徒歩または車いす 29 13.1% 16.7%

自転車 12 5.4% 5.7%

タクシー 19 8.6% 7.8%

リフト付きタクシー 3 1.4% 1.4%

自家用車（家族などが運転） 41 18.5% 17.4%

自家用車（自分運転） 16 7.2% 5.7%

事業所が行う移送車 77 34.7% 28.1%

電動三輪車（電動車いす） 1 0.5% 0.4%

その他 2 0.9% 2.1%

合計 222 100.0% 100.0%

問29 前回値 その他

自宅で過ごしている 28 13.9% 19.9%

働いている（常勤の会社員、公務員、

団体職員） 3 1.5% 1.3%

働いている（アルバイト・パート・非

常勤職員） 6 3.0% 1.3%

就労支援事業所や作業所などに通っている 70 34.8% 40.7%

身体機能や生活能力向上のための訓練

を行う事業所に通っている 4 2.0% 3.0%

生活介護を行う事業所に通っている 29 14.4% 9.7%

病院へ通院している 39 19.4% 16.1%

学校に通っている 0 0.0% 0.0%

趣味やスポーツ活動をしている 7 3.5% 2.1%

その他 15 7.5% 5.9%

合計 201 100.0% 100.0%

問30 就労による定期的な収入はあるか 前回値

ある→　問31へ 100 72.5% 65.9%

ない→　問33へ 32 23.2% 31.1%

無回答 6 4.3% 3.0%

合計 138 100.0% 100.0%

問31

前回値 その他

ハローワークの紹介 3 3.0% 1.9% ・前職

学校の紹介 15 15.0% 11.1% ・障害者センターに相談

障がい者就労支援機関の利用 67 67.0% 72.2% ・グループホーム作業所を経て

直接自分で探した 3 3.0% 1.9%

友人や知人の紹介 7 7.0% 3.7%

新聞や求人情報誌で探した 0 0.0% 0.0%

その他 5 5.0% 7.4%

無記入 0 0.0% 1.9%

合計 100 100.0% 100.0%

外出の際の交通手段は何か（重複あり）

「平日」の日中を主にどこで過ごしているか（重複あり）

・グループホーム

・デイサービス

・自営業（マッサージ）

問30で「ある」を選択した方で、現在の仕事はどのような

方法で見つけたか
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問32

前回値 その他

収入が少ない 39 30.5% 26.0% ・理解できない

作業内容が難しい 5 3.9% 3.8%

休みがとりにくい 3 2.3% 3.1%

就業している時間が長い 2 1.6% 0.8%

作業ペースが人と合わない 6 4.7% 3.1%

職場の人間関係がうまくいかない 11 8.6% 12.2%

体力的に負担が大きい 4 3.1% 6.9%

雇用形態が不安定 1 0.8% 2.3%

障がい者用の設備が整っていない 2 1.6% 1.5%

昇給や昇進が不平等である 2 1.6% 1.5%

通勤時間が長い 2 1.6% 0.0%

特にない 50 39.1% 35.1%

その他 1 0.8% 3.8%

合計 128 100.0% 100.0%

問33

前回値 その他

一般企業などで常勤の社員として働きたい 2 3.1% 3.2% ・全盲のため働くことが無理

一般企業などでパート・アルバイトとして働きたい 2 3.1% 7.5% ・高齢のため働けない

障がい者が多く雇用されている職場で働きたい 3 4.6% 9.7% ・今のままでよい

指導員などが支援をしてくれる職場で働きたい 2 3.1% 5.4%

作業所や就労支援事業所などで働きたい 9 13.8% 12.9%

自宅から近いところで働きたい 6 9.2% 7.5%

働きたくない 22 33.8% 24.7%

わからない 10 15.4% 21.5%

その他 9 13.8% 7.5%

合計 65 100.0% 100.0%

問34 前回値 その他

移動手段が確保されていること 59 12.1% 10.7% ・わからない

健康状態に合わせた働き方ができること 56 11.5% 11.7%

事業主や職場の人が障がい者について

十分理解していること 70 14.3% 13.7%

自立した生活ができる給料であること 43 8.8% 8.6%

職場の施設や設備が障がいのある人に

も利用できるよう配慮されていること 45 9.2% 9.0%

職場に適切な助言や指導、配慮をして

くれる人がいること 57 11.7% 12.2%

自分の障がいに合った仕事があること 68 13.9% 12.4%

就労の場をあっせんしたり、相談でき

る場が整っていること 38 7.8% 8.3%

就労のための訓練の機会があること 31 6.4% 6.6%

特にない 20 4.1% 5.8%

その他 1 0.2% 1.0%

合計 488 100.0% 100.0%

問30で「ない」を選択した方で、今後どのように働きたい

か（重複あり）

問30で「ある」を選択した方で、仕事や職場に関する不安

や不満があるか（重複あり）

障がい者が働くために大切と思うことはなにか（重複あり）
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問35 前回値 その他

健康状態に不安がある 42 16.3% 14.2%

介助者の負担が大きい 16 6.2% 3.2%

緊急時の対応に不安がある 28 10.9% 9.7%

人間関係に支障がある 12 4.7% 7.1%

障がいや病気に対する周囲の理解がない 15 5.8% 6.1%

困ったとき相談する人がいない 10 3.9% 5.2%

近くに、病気や障がいを理解したうえ

で診てもらえる病院がない 7 2.7% 2.9%

経済的に不安がある 34 13.2% 12.6%

将来に不安を感じている 42 16.3% 18.1%

日中にすることがない 8 3.1% 2.9%

特にない 43 16.7% 15.9%

その他 0 0.0% 1.9%

合計 257 100.0% 100.0%

問36 前回値 その他

家族 61 24.9% 21.9% ・会社の上司

親せき 8 3.3% 3.8% ・福祉事務所職員

友人・知人 18 7.3% 8.3% ・いない

近所の人 2 0.8% 0.7% ・いえない

職場の上司や同僚 14 5.7% 4.5%

施設の指導員など 61 24.9% 27.8%

ホームヘルパーなどのサービス事業所の人 12 4.9% 8.0%

障がい者団体や家族会 6 2.4% 1.0%

かかりつけの医師や看護師 27 11.0% 6.6%

病院のケースワーカーや介護保険のケ 8 3.3% 6.3%

民生委員 1 0.4% 1.0%

相談支援事業所などの民間の相談窓口 13 5.3% 7.3%

行政機関の相談窓口 6 2.4% 1.0%

その他 8 3.3% 1.7%

合計 245 100.0% 100.0%

問37 新規設問 その他

本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオ 21 8.2% 5.5%

行政機関の広報誌 10 3.9% 3.6%

インターネット 15 5.8% 4.2%

家族や親せき、友人、知人 26 10.1% 8.1%

サービス事業所や施設職員 84 32.7% 22.0%

障がい者団体や家族会 14 5.4% 4.5%

かかりつけの医師や看護師 23 8.9% 4.9%

病院のケースワーカーや介護保険のケ

アマネージャー 10 3.9% 4.5%

民生委員 0 0.0% 0.3%

相談支援事業所などの民間相談窓口 22 8.6% 8.7%

行政機関の相談窓口 7 2.7% 3.2%

その他 4 1.6% 2.6%

合計 236 91.8% 72.2%

問38 前回値

区分１ 7 5.1% 4.0%

区分２ 22 15.9% 21.4%

区分３ 15 10.9% 17.5%

区分４ 19 13.8% 19.0%

区分５ 12 8.7% 7.9%

区分６ 11 8.0% 6.3%

受けていない 19 13.8% 23.8%

無回答 33 23.9% 0.0%

合計 138 100.0% 100.0%

日常生活で困っていることはあるか（重複あり）

悩みや困ったことを誰に相談するか（重複あり）

障がいや福祉サービスの情報をどこから得ているか（重複あり）

障害支援区分の認定を受けているか
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問39 サービスの利用状況について

①居宅介護（ホームヘルプ）

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 13 9.4% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用していない 110 79.7% 件数 68 6 1 1 5 2 16 11

無記入 15 10.9% 割合 61.8% 5.5% 0.9% 0.9% 4.5% 1.8% 14.5% 10.0%

合計 138 100.0%

今後３年以内のサービスの利用予定

今よりも利用を増やす 2 1.4%

今と同じくらい利用 11 8.0% 「４．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由

今よりも利用を減らす 1 0.7% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用予定なし 100 72.5% 件数 60 6 1 0 4 2 17 10

無記入 24 17.4% 割合 60.0% 6.0% 1.0% 0.0% 4.0% 2.0% 17.0% 10.0%

合計 138 100.0%

②重度訪問介護

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 1 0.7% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用していない 116 84.1% 件数 75 3 1 0 3 1 15 18

無記入 21 15.2% 割合 64.7% 2.6% 0.9% 0.0% 2.6% 0.9% 12.9% 15.5%

合計 138 100.0%

今後３年以内のサービスの利用

今よりも利用を増やす 1 0.7%

今と同じくらい利用 0 0.0% 「４．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由

今よりも利用を減らす 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用予定なし 106 76.8% 件数 67 5 1 0 3 1 16 13

無記入 31 22.5% 割合 63.2% 4.7% 0.9% 0.0% 2.8% 0.9% 15.1% 12.3%

合計 138 100.0%

③同行援護

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 5 3.6% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用していない 111 80.4% 件数 74 5 0 1 3 1 12 15

無記入 22 15.9% 割合 66.7% 4.5% 0.0% 0.9% 2.7% 0.9% 10.8% 13.5%

合計 138 100.0%

今後３年以内のサービスの利用

今よりも利用を増やす 3 2.2%

今と同じくらい利用 2 1.4% 「４．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由

今よりも利用を減らす 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用予定なし 104 75.4% 件数 68 5 1 0 3 2 13 12

無記入 29 21.0% 割合 65.4% 4.8% 1.0% 0.0% 2.9% 1.9% 12.5% 11.5%

合計 138 100.0%

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため（年齢や区分等）

ウ．サービス利用時間の都合が合わないため　　エ．地域にサービス提供場所がないため　　オ．利用料金がかかるため

カ．引き受けてくれる事業所が見つからない　　キ．その他の理由

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため（年齢や区分等）

ウ．サービス利用時間の都合が合わないため　　エ．地域にサービス提供場所がないため　　オ．利用料金がかかるため

カ．引き受けてくれる事業所が見つからない　　キ．その他の理由

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため（年齢や区分等）

ウ．サービス利用時間の都合が合わないため　　エ．地域にサービス提供場所がないため　　オ．利用料金がかかるため

カ．引き受けてくれる事業所が見つからない　　キ．その他の理由
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④行動援護

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 8 5.8% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用していない 108 78.3% 件数 71 5 1 1 4 2 11 13

無記入 22 15.9% 割合 65.7% 4.6% 0.9% 0.9% 3.7% 1.9% 10.2% 12.0%

合計 138 100.0%

今後３年以内のサービスの利用

今よりも利用を増やす 0 0.0%

今と同じくらい利用 4 2.9% 「４．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由

今よりも利用を減らす 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用予定なし 107 77.5% 件数 71 6 0 0 4 0 13 13

無記入 27 19.6% 割合 66.4% 5.6% 0.0% 0.0% 3.7% 0.0% 12.1% 12.1%

合計 138 100.0%

⑤重度障害者等包括支援

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 5 3.6% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用していない 111 80.4% 件数 71 5 1 1 4 2 11 16

無記入 22 15.9% 割合 64.0% 4.5% 0.9% 0.9% 3.6% 1.8% 9.9% 14.4%

合計 138 100.0%

今後３年以内のサービスの利用

今よりも利用を増やす 3 2.2%

今と同じくらい利用 4 2.9% 「４．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由

今よりも利用を減らす 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用予定なし 103 74.6% 件数 71 6 0 0 4 0 13 9

無記入 28 20.3% 割合 68.9% 5.8% 0.0% 0.0% 3.9% 0.0% 12.6% 8.7%

合計 138 100.0%

⑥施設入所支援

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 13 9.4% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用していない 106 76.8% 件数 74 3 0 1 4 1 12 11

無記入 19 13.8% 割合 69.8% 2.8% 0.0% 0.9% 3.8% 0.9% 11.3% 10.4%

合計 138 100.0%

今後３年以内のサービスの利用 「２．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由

利用予定あり 15 10.9% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用予定なし 91 65.9% 件数 60 2 0 1 4 0 10 14

無記入 32 23.2% 割合 65.9% 2.2% 0.0% 1.1% 4.4% 0.0% 11.0% 15.4%

合計 138 100.0%

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため（年齢や区分等）

ウ．サービス利用時間の都合が合わないため　　エ．地域にサービス提供場所がないため　　オ．利用料金がかかるため

カ．引き受けてくれる事業所が見つからない　　キ．その他の理由

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため（年齢や区分等）

ウ．サービス利用時間の都合が合わないため　　エ．地域にサービス提供場所がないため　　オ．利用料金がかかるため

カ．引き受けてくれる事業所が見つからない　　キ．その他の理由

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため（年齢や区分等）

ウ．サービス利用時間の都合が合わないため　　エ．地域にサービス提供場所がないため　　オ．利用料金がかかるため

カ．引き受けてくれる事業所が見つからない　　キ．その他の理由
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⑦短期入所（ショートステイ）

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 15 10.9% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用していない 106 76.8% 件数 66 3 0 0 1 0 15 21

無記入 17 12.3% 割合 62.3% 2.8% 0.0% 0.0% 0.9% 0.0% 14.2% 19.8%

合計 138 100.0%

今後３年以内のサービスの利用

今よりも利用を増やす 9 6.5%

今と同じくらい利用 9 6.5% 「４．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由

今よりも利用を減らす 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用予定なし 93 67.4% 件数 58 2 0 0 5 1 16 11

無記入 27 19.6% 割合 62.4% 2.2% 0.0% 0.0% 5.4% 1.1% 17.2% 11.8%

合計 138 100.0%

⑧療養介護

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 7 5.1% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用していない 113 81.9% 件数 80 7 0 0 4 0 9 13

無記入 18 13.0% 割合 70.8% 6.2% 0.0% 0.0% 3.5% 0.0% 8.0% 11.5%

合計 138 100.0%

今後３年以内のサービスの利用

今よりも利用を増やす 0 0.0%

今と同じくらい利用 7 5.1% 「４．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由

今よりも利用を減らす 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用予定なし 104 75.4% 件数 70 6 0 0 4 0 8 16

無記入 27 19.6% 割合 67.3% 5.8% 0.0% 0.0% 3.8% 0.0% 7.7% 15.4%

合計 138 100.0%

⑨生活介護

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 43 31.2% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用していない 73 52.9% 件数 54 4 0 0 3 0 3 9

無記入 22 15.9% 割合 74.0% 5.5% 0.0% 0.0% 4.1% 0.0% 4.1% 12.3%

合計 138 100.0%

今後３年以内のサービスの利用

今よりも利用を増やす 4 2.9%

今と同じくらい利用 38 27.5% 「４．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由

今よりも利用を減らす 1 0.7% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用予定なし 68 49.3% 件数 48 5 0 0 3 0 3 9

無記入 27 19.6% 割合 70.6% 7.4% 0.0% 0.0% 4.4% 0.0% 4.4% 13.2%

合計 138 100.0%

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため（年齢や区分等）

ウ．サービス利用時間の都合が合わないため　　エ．地域にサービス提供場所がないため　　オ．利用料金がかかるため

カ．引き受けてくれる事業所が見つからない　　キ．その他の理由

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため（年齢や区分等）

ウ．サービス利用時間の都合が合わないため　　エ．地域にサービス提供場所がないため　　オ．利用料金がかかるため

カ．引き受けてくれる事業所が見つからない　　キ．その他の理由

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため（年齢や区分等）

ウ．サービス利用時間の都合が合わないため　　エ．地域にサービス提供場所がないため　　オ．利用料金がかかるため

カ．引き受けてくれる事業所が見つからない　　キ．その他の理由

82



⑩自立生活援助

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 15 10.9% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用していない 104 75.4% 件数 63 2 0 0 5 3 17 14

無記入 19 13.8% 割合 60.6% 1.9% 0.0% 0.0% 4.8% 2.9% 16.3% 13.5%

合計 138 100.0%

今後３年以内のサービスの利用

今よりも利用を増やす 2 1.4%

今と同じくらい利用 11 8.0% 「４．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由

今よりも利用を減らす 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用予定なし 98 71.0% 件数 60 1 0 0 5 2 14 16

無記入 27 19.6% 割合 61.2% 1.0% 0.0% 0.0% 5.1% 2.0% 14.3% 16.3%

合計 138 100.0%

⑪共同生活援助（グループホーム）

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 50 36.2% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用していない 70 50.7% 件数 46 3 1 0 6 3 4 7

無記入 18 13.0% 割合 65.7% 4.3% 1.4% 0.0% 8.6% 4.3% 5.7% 10.0%

合計 138 100.0%

今後３年以内のサービスの利用

今よりも利用を増やす 3 2.2%

今と同じくらい利用 42 30.4% 「４．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由

今よりも利用を減らす 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用予定なし 60 43.5% 件数 40 3 1 0 7 2 2 5

無記入 33 23.9% 割合 66.7% 5.0% 1.7% 0.0% 11.7% 3.3% 3.3% 8.3%

合計 138 100.0%

⑫自立訓練（機能訓練・生活訓練）

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 17 12.3% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用していない 104 75.4% 件数 64 6 1 1 5 1 12 14

無記入 17 12.3% 割合 61.5% 5.8% 1.0% 1.0% 4.8% 1.0% 11.5% 13.5%

合計 138 100.0%

今後３年以内のサービスの利用

今よりも利用を増やす 5 3.6%

今と同じくらい利用 14 10.1% 「４．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由

今よりも利用を減らす 2 1.4% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用予定なし 84 60.9% 件数 49 6 0 2 2 1 13 11

無記入 33 23.9% 割合 58.3% 7.1% 0.0% 2.4% 2.4% 1.2% 15.5% 13.1%

合計 138 100.0%

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため（年齢や区分等）

ウ．サービス利用時間の都合が合わないため　　エ．地域にサービス提供場所がないため　　オ．利用料金がかかるため

カ．引き受けてくれる事業所が見つからない　　キ．その他の理由

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため（年齢や区分等）

ウ．サービス利用時間の都合が合わないため　　エ．地域にサービス提供場所がないため　　オ．利用料金がかかるため

カ．引き受けてくれる事業所が見つからない　　キ．その他の理由

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため（年齢や区分等）

ウ．サービス利用時間の都合が合わないため　　エ．地域にサービス提供場所がないため　　オ．利用料金がかかるため

カ．引き受けてくれる事業所が見つからない　　キ．その他の理由
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⑬就労移行支援

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 19 13.8% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用していない 99 71.7% 件数 55 7 0 2 2 3 14 16

無記入 20 14.5% 割合 55.6% 7.1% 0.0% 2.0% 2.0% 3.0% 14.1% 16.2%

合計 138 100.0%

今後３年以内のサービスの利用

今よりも利用を増やす 5 3.6%

今と同じくらい利用 14 10.1% 「４．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由

今よりも利用を減らす 2 1.4% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用予定なし 84 60.9% 件数 49 6 0 2 2 1 13 11

無記入 33 23.9% 割合 58.3% 7.1% 0.0% 2.4% 2.4% 1.2% 15.5% 13.1%

合計 138 100.0%

⑭就労支援継続（Ａ型、Ｂ型）

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 61 44.2% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用していない 62 44.9% 件数 30 8 0 0 1 0 13 10

無記入 15 10.9% 割合 48.4% 12.9% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 21.0% 16.1%

合計 138 100.0%

今後３年以内のサービスの利用

今よりも利用を増やす 4 2.9%

今と同じくらい利用 7 5.1% 「４．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由

今よりも利用を減らす 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用予定なし 91 65.9% 件数 52 9 0 3 2 1 12 12

無記入 36 26.1% 割合 57.1% 9.9% 0.0% 3.3% 2.2% 1.1% 13.2% 13.2%

合計 138 100.0%

⑮就労定着支援

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 13 9.4% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用していない 101 73.2% 件数 56 10 0 2 2 2 13 16

無記入 24 17.4% 割合 55.4% 9.9% 0.0% 2.0% 2.0% 2.0% 12.9% 15.8%

合計 138 100.0%

今後３年以内のサービスの利用

今よりも利用を増やす 4 2.9%

今と同じくらい利用 7 5.1% 「４．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由

今よりも利用を減らす 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用予定なし 91 65.9% 件数 52 9 0 3 2 1 12 12

無記入 36 26.1% 割合 57.1% 9.9% 0.0% 3.3% 2.2% 1.1% 13.2% 13.2%

合計 138 100.0%

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため（年齢や区分等）

ウ．サービス利用時間の都合が合わないため　　エ．地域にサービス提供場所がないため　　オ．利用料金がかかるため

カ．引き受けてくれる事業所が見つからない　　キ．その他の理由

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため（年齢や区分等）

ウ．サービス利用時間の都合が合わないため　　エ．地域にサービス提供場所がないため　　オ．利用料金がかかるため

カ．引き受けてくれる事業所が見つからない　　キ．その他の理由

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため（年齢や区分等）

ウ．サービス利用時間の都合が合わないため　　エ．地域にサービス提供場所がないため　　オ．利用料金がかかるため

カ．引き受けてくれる事業所が見つからない　　キ．その他の理由
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⑯計画相談支援

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 103 74.6% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用していない 20 14.5% 件数 10 2 0 1 1 0 1 5

無記入 15 10.9% 割合 50.0% 10.0% 0.0% 5.0% 5.0% 0.0% 5.0% 25.0%

合計 138 100.0%

今後３年以内のサービスの利用 「２．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由

利用予定あり 85 61.6% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用予定なし 19 13.8% 件数 8 1 0 1 1 0 1 7

無記入 0 0.0% 割合 42.1% 5.3% 0.0% 5.3% 5.3% 0.0% 5.3% 36.8%

合計 104 75.4%

⑰地域移行支援

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 14 10.1% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用していない 104 75.4% 件数 62 7 0 1 2 2 12 18

無記入 20 14.5% 割合 59.6% 6.7% 0.0% 1.0% 1.9% 1.9% 11.5% 17.3%

合計 138 100.0%

今後３年以内のサービスの利用 「２．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由

利用予定あり 7 5.1% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用予定なし 96 69.6% 件数 55 6 0 0 3 2 11 19

無記入 35 25.4% 割合 57.3% 6.3% 0.0% 0.0% 3.1% 2.1% 11.5% 19.8%

合計 138 100.0%

⑱地域定着支援

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 18 13.0% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用していない 98 71.0% 件数 53 7 0 0 1 3 12 22

無記入 22 15.9% 割合 54.1% 7.1% 0.0% 0.0% 1.0% 3.1% 12.2% 22.4%

合計 138 100.0%

今後３年以内のサービスの利用 「２．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由

利用予定あり 15 10.9% ア イ ウ エ オ カ キ 無記入

利用予定なし 81 58.7% 件数 45 5 0 0 1 2 9 19

無記入 42 30.4% 割合 55.6% 6.2% 0.0% 0.0% 1.2% 2.5% 11.1% 23.5%

合計 138 100.0%

問40 前回値

要支援１ 4 2.9% 1.8%

要支援２ 4 2.9% 1.2%

要介護１ 1 0.7% 2.4%

要介護２ 0 0.0% 0.6%

要介護３ 0 0.0% 0.6%

要介護４ 3 2.2% 1.2%

要介護５ 3 2.2% 0.0%

受けていない 97 70.3% 74.4%

無記入 26 18.8% 17.7%

合計 138 100.0% 100.0%

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため（年齢や区分等）

ウ．サービス利用時間の都合が合わないため　　エ．地域にサービス提供場所がないため　　オ．利用料金がかかるため

カ．引き受けてくれる事業所が見つからない　　キ．その他の理由

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため（年齢や区分等）

ウ．サービス利用時間の都合が合わないため　　エ．地域にサービス提供場所がないため　　オ．利用料金がかかるため

カ．引き受けてくれる事業所が見つからない　　キ．その他の理由

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため（年齢や区分等）

ウ．サービス利用時間の都合が合わないため　　エ．地域にサービス提供場所がないため　　オ．利用料金がかかるため

カ．引き受けてくれる事業所が見つからない　　キ．その他の理由

介護保険の認定を受けているか
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問41
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合計 31

問42 前回値

ある 31 22.5% 20.1%

少しある 26 18.8% 22.6%

ない 69 50.0% 43.9%

無記入 12 8.7% 13.4%

合計 138 100.0% 100.0%

問43

前回値 その他

学校・仕事場 29 32.6% 20.4% ・家庭内

仕事を探すとき 11 12.4% 11.3% ・親類関係

外出先 20 22.5% 21.8% ・障害者センター

余暇を楽しむとき 9 10.1% 9.2% ・いろいろ

病院などの医療機関 6 6.7% 8.5%

住んでいる地域 10 11.2% 19.0%

その他 4 4.5% 2.8%

無記入 0 0.0% 7.0%

合計 89 100.0% 100.0%

問44 成年後見制度を知っているか 前回値

名前も内容も知っている 24 17.4% 12.8%

名前は聞いたことがあるが、内容は知

らない 36 26.1% 23.8%

名前も内容も知らない 63 45.7% 51.2%

無記入 15 10.9% 12.2%

合計 138 100.0% 100.0%

夜間対応型訪問介護 0.0%

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 0.0%

居宅療養管理指導 0.0%

介護保険の認定により、利用している介護サービスはなにか

自宅に訪問

訪問介護（ホームヘルプサービス） 25.8%

訪問入浴介護 3.2%

訪問看護 0.0%

訪問リハビリテーション 0.0%

施設に通う

通所介護（デイサービス） 35.5%

通所リハビリテーション 3.2%

地域密着型通所介護 0.0%

認知症対応型通所介護 0.0%

0.0%

特定施設入居者生活介護（有料老人ホーム等） 9.7%

介護医療院 3.2%

認知症対応型共同生活介護（グループホーム） 0.0%

施設に泊まる・暮らす

短期入所生活介護（ショートステイ） 3.2%

短期入所療養介護 0.0%

介護老人福祉施設 3.2%

介護老人保健施設 0.0%

介護療養型医療施設

福祉用具を使う
福祉用具貸与 3.2%

特定福祉用具販売 3.2%

100.0%

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 0.0%

地域密着型特定施設入居者生活介護 0.0%

訪問・通い・泊まりの組み合わせ
小規模多機能型居宅介護 6.5%

看護小規模多機能型居宅介護（複合型サービス） 0.0%

障がいがあることで、差別や嫌な思いをしたことはあるか

問42で「1.ある」「2.少しある」を選択した方が差別や嫌

な思いをした場所（重複あり）
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問45 災害時に一人で避難できるか 前回値

できる 39 28.3% 26.8%

できない 63 45.7% 40.2%

わからない 32 23.2% 25.0%

無記入 4 2.9% 7.9%

合計 138 100.0% 100.0%

問46 前回値

いる 46 33.3% 36.0%

いない 74 53.6% 45.1%

無記入 18 13.0% 18.9%

合計 138 100.0% 100.0%

問47 前回値 その他

救助を求めることができない 47 12.5% 13.2% ・医療機器

安全なところまで、迅速に避難するこ 61 16.2% 20.1%

地震などの災害情報を得にくい 36 9.6% 12.0% ・職員の手を借りる

避難場所の設備（トイレ等）や生活環 64 17.0% 15.8%

周囲とコミュニケーションがとれない 57 15.2% 14.3% ・外に出ても嫌な顔をされる

病院などに行けないため、薬の手配や治療が受けられない 44 11.7% 10.9%

補装具の使用が困難になる 16 4.3% 1.1%

補装具や日常生活用具の入手ができなくなる 19 5.1% 2.3%

その他 7 1.9% 2.0%

特にない 25 6.6% 8.3%

合計 376 100.0% 100.0%

問48 前回値 その他

ホームヘルプサービス（居宅介護、重

度訪問介護、移動支援など） 13 4.2% 5.0%

生活介護（通所）やショートステイ

（短期入所） 19 6.1% 5.9%

グループホームなどの共同生活の場の整備 37 11.9% 9.2%

就労移行支援や就労継続支援を行う事

業所や作業場などの働く場の整備 23 7.4% 9.7%

身体機能や生活能力の向上のための訓

練を行う場の整備 11 3.5% 5.2%

障がい福祉サービスの利用など、障が

い者の福祉に関する様々な相談支援 32 10.3% 9.7%

ピアサポート（当事者同士の相談活動） 5 1.6% 4.3%

障がい当事者の文化活動、社会貢献活

動など 13 4.2% 3.8%

余暇活動の支援 25 8.1% 7.1%

活動の場、いこいの場の整備 20 6.5% 4.7%

一般企業などへの就労支援 19 6.1% 5.7%

利用できるサービスについての広報・

周知（情報提供） 22 7.1% 8.3%

病気や障がいに対する理解促進 40 12.9% 10.4%

特にない 29 9.4% 9.5%

その他 2 0.6% 1.4%

合計 310 100.0% 100.0%

問49 マイナンバーカードを持っているか 新規設問

いる 87 63.0%

いない 43 31.2%

無記入 8 5.8%

合計 138 100.0%

・車いすの移動なので不安

・食料配布の場所に行けない

・サポートしてくれる職員

近所にあなたを助けてくれる人はいるか

災害に関して不安に感じていることはあるか（重複あり）

次の施策のうち、特に充実してほしいと思うものはどれか
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問50 要望等自由記載

現在施設にロングステイしているが、入所の順番が回ってこない。入所希望。父母が高齢のため早く入所したい。

今は一人暮らしが出来ているけれど、年齢がいくと病院に入院などしなければいけないのかと不安です。福祉サービスがあるの

で利用させてもらっています。とても助かっているので、これからもいろいろなサービスを受けれればいいと思っています。

福祉班の職員の方には今後お世話いただく事が多くなると思いますが、よろしくお願い致します。

病院や保健所が市内にあったらいいと思う。

鹿角市にはA型就労支援事業所がない。発達障害の特性としてコミュニケーションをとるのが苦手であり、将来、グループホー

ムでの共同生活は非常に難しいと感じます。障害者が支援を受けながら、一人暮らしに近い生活が出来るアパート型グループ

ホームを増やして頂きたいです。

世の中、物価があがって生活が苦しいから国でもらえる給付金を増やしてほしいです。

問38.区分って何ですか？知りません。　つかれました。

当市（当県）は知的障害や老人介護の施設は多いのに肢体不自由者、聴覚障害者・視覚障害者の施設が少ない。それ故に無理し

て自宅で生活している障害者が多いと思います（私を含めて）。各障害に応じた施設の設置を強く望みます。私事の考え方を書

かせて頂きましたので住所・氏名を書きます。質問項目が分かりにくい、もっと簡単で万人に分かりやすい表示を（内容説明

等）をお願いしたいと思います。似たような項目で全く別の質問内容が多々見受けられたような気がします。そういう名前とは

知らない項目だらけでした。素人にも理解しやすい表示をお願いします。

私は就労継続支援事業所を利用している者です。（過去に鹿角親交会のひなたぼっこや愛生会のビオベンツランドリーサービ

ス、現在は青垣共同作業所）。市長が事業所に来て障がい者の思いを聞いてもらうことを望みます（障がいや病気のこと、人間

関係など）。もう一つ利用しているのが、かづの厚生病院の精神科デイケアです。社会参加から就労につながる情報が少ないで

す。市に対しては、市内にある就労継続支援や障がい者雇用を行っている事業所をまとめた冊子を作ってほしいです。

施設はたくさんあると思いますが、その施設に入る為には障害程度がどの位だと利用できるとか、その施設ではどのようなこと

をして過ごすのか、利用している人の人数とかを一覧にした簡単な物があったらいいと思います。親は常に先のことを考えてい

ます。何かあったら行政の方に相談して下さいと言ってますが、年もとって持病もあり、子供の世話もあり、一日過ごす事が精

一杯です。疲れている状態で行政に電話するというのは本当に大変なことです。でも一覧表のようなものが家の中にあったら、

少し体調の良い時に目を通すことができ、少しずつでも先の事について考えていけるのではと思います。

今現在は、家族と暮らし送迎していただいて仕事やプラザの行事に参加しありがたいと思っています。やはり今後、私（親）が

弱ってしまったり亡くなった後に、残された家族に負担をかけたくないというのが一番の願いです。私（親）がダメになった時

にどうするか、これからご相談させてもらいたいと思います。

保護班の方にいつもお世話になっております。いつも丁寧な対応をありがとうございます。
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施設入所
前回値（令和２年度）

調査対象者 回答者 回答率 対象者

74 34 45.9% 71

問１ 回答者 前回値

あて名ご本人 20 58.8% 30.4%

ご家族の方 0 0.0% 0.0%

その他 13 38.2% 69.6%

無記入 1 2.9% 0.0%

合計 34 100.0% 100.0%

問２

年代 前回値

10代 0 0.0% 0.0%

20代 1 2.9% 2.9%

30代 1 2.9% 5.8%

40代 6 17.6% 17.4%

50代 5 14.7% 8.7%

60代 7 20.6% 42.0%

70代以上 12 35.3% 21.7%

無記入 2 5.9% 1.4%

合計 34 100.0% 100.0%

問３ 居住地 前回値

花輪地区 6 17.6% 21.7%

十和田地区 1 2.9% 5.8%

八幡平地区 1 2.9% 0.0%

尾去沢地区 0 0.0% 0.0%

市外 26 76.5% 69.6%

無記入 0 0.0% 2.9%

合計 34 100.0% 100.0%

問４ 手帳の種類について（重複あり） 前回値

身体障害者手帳 １級 2 5.4% 16.7%

身体障害者手帳 ２級 1 2.7% 14.1%

身体障害者手帳 ３級 0 0.0% 1.3%

身体障害者手帳 ４級 2 5.4% 1.3%

身体障害者手帳 ５級 0 0.0% 0.0%

身体障害者手帳 ６級 1 2.7% 2.6%

療育手帳 A 17 45.9% 47.4%

療育手帳 B 7 18.9% 12.8%

精神障害者保健福祉手帳 １級 4 10.8% 1.3%

精神障害者保健福祉手帳 ２級 3 8.1% 1.3%

精神障害者保健福祉手帳 ３級 0 0.0% 0.0%

手帳なし 0 0.0% 1.3%

合計 37 100.0% 100.0%

問５ 障がいの種類（身体障害者手帳） 前回値

肢体不自由（上肢・下肢・体幹など） 5 71.4% 58.8%

音声・言語・そしゃく機能障がい 0 0.0% 8.8%

視覚障がい 0 0.0% 5.9%

聴覚・平衡機能障がい 1 14.3% 11.8%

内部障がい（心臓、呼吸器、腎臓、ぼうこう、

直腸、小腸、免疫機能、肝臓） 1 14.3% 2.9%

盲ろう（視覚障害と聴覚障害の重複） 0 0.0% 0.0%

その他 0 0.0% 11.8%

合計 7 100.0% 100.0%

回答者 回答率

69 97.2%
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問６ 障がいの種類（療育・精神手帳）（重複あり） 前回値 その他

統合失調症 10 27.8% 6.3% ・てんかん

気分障がい（うつ病・躁うつ病） 2 5.6% 0.0% ・精神遅滞

神経症 0 0.0% 1.6% ・自閉症スペクトラム

依存症（アルコール・薬物など） 0 0.0% 1.6%

知的障がい 14 38.9% 62.5%

発達障がい 2 5.6% 3.1%

高次脳機能障がい 0 0.0% 0.0%

特にない 2 5.6% 4.7%

その他 6 16.7% 20.3%

合計 36 100.0% 100.0%

問７ 障がいや心身の不調に最初に気付いた時期 前回値

出生時 8 23.5% 14.5%

０～５歳 8 23.5% 33.3%

6～１７歳 10 29.4% 14.5%

１８～２９歳 1 2.9% 2.9%

３０～３９歳 0 0.0% 2.9%

４０～４９歳 1 2.9% 2.9%

５０～５０歳 0 0.0% 14.5%

６０～６４歳 0 0.0% 2.9%

６５歳以上 0 0.0% 0.0%

無記入 6 17.6% 11.6%

合計 34 100.0% 100.0%

問８ 現在の入所施設に入所することになった理由（重複あり） 前回値 その他

心身の機能が著しく低下したため 12 33.3% 27.5%

介助者が高齢などの理由で在宅での生活が困難

になったため 3 8.3% 26.4%

住まいが狭く、段差が多いなど支障があるため 0 0.0% 5.5%

在宅生活を維持するために必要なサービスが十

分でないため 3 8.3% 14.3%

専門的な訓練を受けたかったため 4 11.1% 8.8%

家族が病気や転勤のため、介助（介護）ができ

なくなったため 4 11.1% 5.5%

その他 10 27.8% 12.1%

合計 36 100.0% 100.0%

問９ 今後どこで生活したいか 前回値 その他

施設を出て地域の中で暮らしたい 5 14.7% 7.2% ・自宅

現在のように、入所施設で暮らしたい 20 58.8% 52.2% ・グループホーム

わからない 6 17.6% 30.4%

その他 3 8.8% 8.7%

無記入 0 0.0% 1.4%

合計 34 100.0% 100.0%

問10 仮に施設を退所するとしたら、どのような生活を送りたいか 前回値

家族やヘルパーなどから介助（介護）を受けて

生活したい 3 60.0% 18.2%

働いて経済的にも自立した生活を送りたい 1 20.0% 4.5%

通所施設などに通いながら生活したい 1 20.0% 9.1%

わからない 0 0.0% 63.6%

その他 0 0.0% 4.5%

合計 5 100.0% 100.0%

・在宅中のトラブル、生活に支障、家族関係の悪化

・グループホーム暮らししていたが高齢になったため

・夫の死亡

・見学した時気に入った
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問11 仮に施設を退所したら、どこに住みたいか 前回値 その他

鹿角市内に住みたい 2 40.0% 16.7% ・働いている通所施設が対応している地域

特に場所はこだわらない 0 0.0% 0.0% ・病院

わからない 0 0.0% 77.8%

その他 2 40.0% 5.6%

無記入 1 20.0% 0.0%

合計 5 100.0% 100.0%

問12 マイナンバーカードを持っているか 新規項目

持っている 6 17.6%

持っていない 26 76.5%

無記入 2 5.9%

合計 34 100.0%

問13 障がい福祉行政全体や今回のアンケートについての要望や意見がありますか？

買い物に行きたい。痛みがなければと思いますが、皆さんの思いやりに感謝しております。
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障がい児
前回値（令和２年度）

調査対象者 回答者 回答率 対象者 回答者 回答率

55 24 43.6% 29 16 55.2%

問１ 回答者 人数 前回値

父 5 20.8% 12.5%

母 19 79.2% 87.5%

兄弟姉妹 0 0.0% 0.0%

祖父母 0 0.0% 0.0%

そのほか 0 0.0% 0.0%

合計 24 100.0% 100.0%

問２ 児童の年齢 人数 前回値

  5歳未満 6 25.0% 0.0%

12歳未満 14 58.3% 62.5%

15歳未満 2 8.3% 12.5%

18歳未満 2 8.3% 25.0%

無記入 0 0.0% 0.0%

合計 24 100.0% 100.0%

問３ 児童と一緒に暮らしている家族 前回値 その他

父 22 29.3% 28.0% ・曾祖母

母 23 30.7% 30.0% ・伯祖父

祖父母 18 24.0% 26.0%

兄弟姉妹 10 13.3% 12.0%

その他 2 2.7% 4.0%

合計 75 100.0% 100.0%

問４ 同居家族の人数（児童含む） 前回値

１人 0 0.0% １人 6.3%

２人 0 0.0% ２人 0.0%

３人 4 16.7% ３人 18.8%

４人 12 50.0% ４人 31.3%

５人 1 4.2% ５人 12.5%

６人 5 20.8% ６人 18.8%

７人 1 4.2% ７人 0.0%

８人 1 4.2% ８人 6.3%

９人 0 0.0% ９人 6.3%

合計 24 100.0% 100.0%

問５ 居住地 前回値

花輪 15 20.0% 18.0%

十和田 7 9.3% 12.0%

八幡平 1 1.3% 2.0%

尾去沢 0 0.0% 0.0%

その他 1 1.3% 0.0%

合計 24 32.0% 32.0%

問６ 手帳の種類について（重複あり） 前回値

身体障害者手帳 １級 1 4.2% 7.1%

身体障害者手帳 ２級 0 0.0% 0.0%

身体障害者手帳 ３級 0 0.0% 0.0%

身体障害者手帳 ４級 0 0.0% 0.0%

身体障害者手帳 ５級 0 0.0% 0.0%

身体障害者手帳 ６級 0 0.0% 0.0%

療育手帳 A 4 16.7% 28.6%

療育手帳 B 2 8.3% 35.7%

精神障害者保健福祉手帳 １級 0 0.0% 0.0%

精神障害者保健福祉手帳 ２級 2 8.3% 0.0%

精神障害者保健福祉手帳 ３級 0 0.0% 0.0%

手帳は所持していない 14 58.3% 28.6%

無記入 1 4.2% 0.0%

合計 24 100.0% 100.0%
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問７ 障がいの種類（身体障害者手帳） 前回値

肢体不自由（上肢・下肢・体幹など） 1 100.0% 33.3%

音声、言語、そしゃく機能障がい 0 0.0% 33.3%

視覚障がい 0 0.0% 0.0%

聴覚・平衡機能障がい 0 0.0% 33.3%

内部障がい（心臓、呼吸器、腎臓、

ぼうこう、直腸、小腸、免疫機能、

肝臓） 0 0.0% 0.0%

盲ろう 0 0.0% 0.0%

その他 0 0.0% 0.0%

合計 1 100.0% 100.0%

問８ 障がいの種類（療育・精神手帳） 前回値 その他

統合失調症 0 0.0% 0.0% ・ダウン症

気分障がい（うつ病・躁うつ病） 0 0.0% 0.0%

神経症 0 0.0% 0.0%

依存症（アルコール・薬物など） 0 0.0% 0.0%

知的障害 7 53.8% 50.0%

発達障がい 4 30.8% 37.5%

高次脳機能障害 0 0.0% 0.0%

特にない 1 7.7% 6.3%

その他 1 7.7% 6.3%

合計 13 100.0% 100.0%

問９ 障がいや心身の不調に最初に気づいた時期 前回値

生まれたとき 3 12.5% 25.0%

０～５歳 19 79.2% 62.5%

６～１２歳 2 8.3% 12.5%

１３～１８歳 0 0.0% 0.0%

合計 24 100.0% 100.0%

問10 前回値 その他

診療所・医院 5 19.2% 5.3% ・今後、総合病院受診予定

総合病院・大学病院 9 34.6% 42.1%

専門病院（療育・精神科など） 8 30.8% 31.6%

医療機関には相談しない 3 11.5% 21.1%

その他 1 3.8% 0.0%

合計 26 100.0% 100.0%

問11 病院の受診状況 前回値 その他

定期通院している 14 58.3% 60.0% ・必要に応じて

定期的に訪問診療（往診）を受けている 0 0.0% 0.0%

定期的に訪問看護を受けている 0 0.0% 0.0%

現在入院している 0 0.0% 0.0%

現在は通院していない 7 29.2% 40.0%

その他 3 12.5% 0.0%

合計 24 100.0% 100.0%

問12 難病（指定難病）の認定を受けているか 前回値

受けている 2 8.3% 6.3%

受けていない 21 87.5% 93.8%

無記入 1 4.2% 0.0%

合計 24 100.0% 100.0%

問13 発達障がいと診断されたことがあるか 前回値

ある 16 66.7% 68.8%

ない 8 33.3% 31.3%

合計 24 100.0% 100.0%

問14 強度行動障害があると言われたことがある 新規設問

ある 1 4.2%

ない 23 95.8%

合計 24 100.0%

治療を受けたり、障がいについて相談をする場所（重複あり）
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問15 高次脳機能障がいと診断されたことがあるか 前回値

ある 0 0.0% 0.0%

ない 24 100.0% 100.0%

合計 24 100.0% 100.0%

問16 新規設問

視覚障がい 0

聴覚障がい 0

音声、言語、そしゃく機能障がい 0

肢体不自由 0

その他 0

合計 0

問17 現在医療的ケアを受けているか 新規設問

受けている 3 12.5% 12.5%

受けていない 20 83.3% 87.5%

無記入 1 4.2% 0.0%

合計 24 100.0% 100.0%

問18 新規設問

気管切開 0 0.0% 0.0%

人工呼吸器（レスピレーター） 0 0.0% 0.0%

吸入 1 25.0% 0.0%

吸引 1 25.0% 50.0%

胃ろう・腸ろう 0 0.0% 0.0%

鼻腔経管栄養 0 0.0% 0.0%

中心静脈栄養（ＩＶＨ） 0 0.0% 0.0%

透析 0 0.0% 0.0%

カテーテル留置 0 0.0% 0.0%

ストマ（人工肛門・人工膀胱） 0 0.0% 0.0%

服薬管理 2 50.0% 50.0%

その他 0 0.0% 0.0%

合計 4 100.0% 100.0%

問19 重度心身障害の認定を受けているか 新規設問

受けている 1 4.2% 0.0%

受けていない 22 91.7% 100.0%

無記入 1 4.2% 0.0%

合計 24 100.0% 100.0%

問20 何らかの介助を受けているか 前回値

受けている 7 29.2% 33.3%

受けていない 15 62.5% 66.7%

無記入 2 8.3% 0.0%

合計 24 100.0% 100.0%

問21 主に介助・支援している人は誰か（重複あり） 前回値 その他

父 9 25.0% 27.3% ・支援学校の先生

母 14 38.9% 31.8%

祖母 6 16.7% 18.2%

祖父 4 11.1% 4.5%

兄弟姉妹 2 5.6% 13.6%

その他 1 2.8% 4.5%

合計 36 100.0% 100.0%

問１５で「1.ある」を選択した方の、関連障がいについて

問17で「1.受けている」を選択した方が受けている医療ケア
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問22 児童の日常生活について

食事 19 79.2% 2 8.3% 1 4.2% 2 8.3% 24

トイレ 19 79.2% 0 0.0% 2 8.3% 3 12.5% 24

入浴 14 58.3% 2 8.3% 5 20.8% 3 12.5% 24

衣服の着脱 19 79.2% 1 4.2% 3 12.5% 1 4.2% 24

身だしなみ 13 54.2% 3 12.5% 5 20.8% 3 12.5% 24

就寝、起床 16 66.7% 0 0.0% 4 16.7% 4 16.7% 24

家の中の移動 22 91.7% 0 0.0% 1 4.2% 1 4.2% 24

外出（通学等の移動） 10 41.7% 0 0.0% 9 37.5% 5 20.8% 24

家族以外の人とのコミュニケーション 14 58.3% 3 12.5% 4 16.7% 3 12.5% 24

家族以外の人との意思疎通（友人等） 13 54.2% 4 16.7% 4 16.7% 3 12.5% 24

学習や活動への取組 7 29.2% 2 8.3% 10 41.7% 5 20.8% 24

お小遣いの管理、買い物 2 8.3% 1 4.2% 10 41.7% 11 45.8% 24

問23 前回値

保育所や幼稚園 5 10.6% 12.5%

児童発達支援多機能型事業所 4 8.5% 0.0%

小中学校 4 8.5% 8.3%

小中学校（特別支援学級） 9 19.1% 20.8%

特別支援学校（小中高等部） 4 8.5% 25.0%

高校、専門学校 1 2.1% 0.0%

放課後児童クラブ、児童センターなど 4 8.5% 0.0%

放課後等デイサービス 12 25.5% 29.2%

病院等 0 0.0% 0.0%

自宅 4 8.5% 4.2%

祖父母や親類宅 0 0.0% 0.0%

入所している施設 0 0.0% 0.0%

その他 0 0.0% 0.0%

合計 47 100.0% 100.0%

問24 前回値

自宅 24 72.7% 88.9%

祖父母や親類宅　　 7 21.2% 0.0%

入所している施設　　 0 0.0% 0.0%

短期入所施設　 0 0.0% 0.0%

放課後等デイサービス　 2 6.1% 11.1%

病院等　　 0 0.0% 0.0%

その他 0 0.0% 0.0%

合計 33 100.0% 100.0%

問25

前回値 その他

通園・通学先・利用施設が遠い　　　　 1 3.8% 17.6% ・定員などの関係で希望通りの日数、放デイを利用できない。

移動の付き添いの確保　 3 11.5% 17.6% ・思うところはあるが書いてもどうにもならないと思っている

職員・教員の理解が不足　 2 7.7% 11.8%

その他 2 7.7% 5.9%

特になし 18 69.2% 47.1%

合計 26 100.0% 100.0%

問26 今後どのような進路を希望しているか 前回値

通学したい 14 58.3% 50.0%

働きたい　 3 12.5% 18.8%

障がい児者の施設に通所したい　　 2 8.3% 12.5%

わからない 3 12.5% 18.8%

その他 2 8.3% 0.0%

合計 24 100.0% 100.0%

「平日」の日中を主にどこで過ごしているか（重複あり）

「休日」の日中を主にどこで過ごしているか（重複あり）

部分的に手助け

が必要

いつも手助けが

必要
項目

通園・通学やサービスを利用する上で、困っていること

はあるか

ひとりでできる
時間をかければ

一人でできる
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問27

前回値

健康状態に不安がある 2 6.1% 18.8%

介助者の負担が大きい 3 9.1% 12.5%

緊急時の対応に不安がある 4 12.1% 25.0%

人間関係に支障がある 6 18.2% 12.5%

障がいや病気に対する周囲の理解がない 1 3.0% 18.8%

困ったとき相談する人がいない 1 3.0% 6.3%

近くに、病気や障害を理解したうえ

で診てもらえる病院がない 6 18.2%

経済的に不安がある 4 12.1% 12.5%

将来に不安を感じている 18 54.5% 43.8%

日中することがない 2 6.1% 6.3%

特にない 3 9.1% 18.8%

その他 0 0.0% 0.0%

合計 33 100.0% 100.0%

問28 普段、悩みや困りごとを誰に相談するか 前回値 その他

家族 21 31.8% 37.8% ・学校

親せき 5 7.6% 2.7% ・園の担任

友人・知人 8 12.1% 5.4% ・放課後デイサービス職員

近所の人 0 0.0% 0.0%

職場の上司や同僚 3 4.5% 8.1%

施設の指導員など 13 19.7% 13.5%

ホームヘルパーなどのサービス事業所の人 1 1.5% 2.7%

障がい者団体や家族会 1 1.5% 0.0%

かかりつけの医師や看護師 7 10.6% 13.5%

病院のケースワーカーなど 1 1.5% 0.0%

民生委員 0 0.0% 0.0%

相談支援事業所などの民間の相談窓口 1 1.5% 2.7%

行政機関の相談窓口 2 3.0% 0.0%

その他 3 4.5% 13.5%

合計 66 100.0% 100.0%

問29

前回値

本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオ 7 10.9% 13.3%

行政機関の広報誌 4 6.3% 3.3%

インターネット 9 14.1% 10.0%

家族や親せき、友人、知人 5 7.8% 3.3%

サービス事業所や施設職員 13 20.3% 16.7%

障がい者団体や家族会 2 3.1% 0.0%

かかりつけの医師や看護婦 5 7.8% 6.7%

病院のケースワーカーなど 1 1.6% 0.0%

民生委員 0 0.0% 0.0%

園施設や保育所、幼稚園、学校の先生 13 20.3% 36.7%

相談支援事業所などの民間の相談窓口 3 4.7% 6.7%

行政機関の相談窓口 2 3.1% 3.3%

その他 0 0.0% 0.0%

合計 64 100.0% 100.0%

日常生活で困っていること、不安思っていることはある

か（重複あり）

障がいや福祉サービスに関する情報をどこから得ている

か
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問30 サービスの利用状況について

①居宅介護（ホームヘルプ）

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ 無記入

利用していない 24 100.0% 件数 17 3 0 0 0 0 0 0 0 4

合計 24 100.0% 割合 70.8% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7%

※前回利用者数：0名

今後３年以内のサービスの利用

今よりも利用を増やす 0 0.0%

今と同じくらい利用 0 0.0% 「４．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由

今よりも利用を減らす 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ 無記入

利用予定なし 22 91.7% 件数 17 3 0 0 0 0 1 0 0 1

合計 22 91.7% 割合 77.3% 13.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.5% 0.0% 0.0% 4.5%

②同行援護

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ 無記入

利用していない 24 100.0% 件数 19 2 0 0 0 0 0 0 0 3

合計 24 100.0% 割合 79.2% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5%

※前回利用者数：0名

今後３年以内のサービスの利用

今よりも利用を増やす 0 0.0%

今と同じくらい利用 0 0.0% 「４．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由

今よりも利用を減らす 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ 無記入

利用予定なし 21 87.5% 件数 18 3 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 21 87.5% 割合 85.7% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

③行動援護

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 1 4.2% ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ 無記入

利用していない 23 95.8% 件数 19 2 0 0 0 0 1 0 0 1

合計 24 100.0% 割合 82.6% 8.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.3% 0.0% 0.0% 4.3%

※前回利用者数：0名

今後３年以内のサービスの利用

今よりも利用を増やす 1 4.2%

今と同じくらい利用 1 4.2% 「４．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由（重複あり）

今よりも利用を減らす 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ 無記入

利用予定なし 20 83.3% 件数 18 3 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 22 91.7% 割合 90.0% 15.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため　　ウ．すでに別のサービスの提供を受けている

エ．サービス利用時間の都合が合わないため　　オ．地域にサービス提供場所がないため　　カ．利用料金がかかるため

キ．サービスがあることを知らなかったため　　ク．引き受けてくれる事業所が見つからないため　　ケ．その他の理由

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため　　ウ．すでに別のサービスの提供を受けている

エ．サービス利用時間の都合が合わないため　　オ．地域にサービス提供場所がないため　　カ．利用料金がかかるため

キ．サービスがあることを知らなかったため　　ク．引き受けてくれる事業所が見つからないため　　ケ．その他の理由

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため　　ウ．すでに別のサービスの提供を受けている

エ．サービス利用時間の都合が合わないため　　オ．地域にサービス提供場所がないため　　カ．利用料金がかかるため

キ．サービスがあることを知らなかったため　　ク．引き受けてくれる事業所が見つからないため　　ケ．その他の理由

97



④重度障害者等包括支援

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ 無記入

利用していない 24 100.0% 件数 19 3 0 0 0 0 0 0 0 2

合計 24 100.0% 割合 79.2% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3%

※前回利用者数：0名

今後３年以内のサービスの利用

今よりも利用を増やす 0 0.0%

今と同じくらい利用 0 0.0% 「４．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由（重複あり）

今よりも利用を減らす 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ 無記入

利用予定なし 22 91.7% 件数 19 4 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 22 91.7% 割合 86.4% 18.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

⑤短期入所（ショートステイ）

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ 無記入

利用していない 24 100.0% 件数 19 2 0 0 0 0 0 0 0 3

合計 24 100.0% 割合 79.2% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5%

※前回利用者数：4名

今後３年以内のサービスの利用

今よりも利用を増やす 1 4.2%

今と同じくらい利用 0 0.0% 「４．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由

今よりも利用を減らす 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ 無記入

利用予定なし 22 91.7% 件数 20 2 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 23 95.8% 割合 90.9% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

⑥障害児相談支援

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 17 70.8% ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ 無記入

利用していない 5 20.8% 件数 4 0 1 0 0 0 0 0 0 0

合計 22 91.7% 割合 80.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

※前回利用者数：6名

今後３年以内のサービスの利用 「２．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由

利用予定あり 14 58.3% ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ 無記入

利用予定なし 5 20.8% 件数 4 0 1 0 0 0 0 0 0 0

合計 19 79.2% 割合 80.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

⑦児童発達支援

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 15 62.5% ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ 無記入

利用していない 9 37.5% 件数 4 2 1 0 0 0 0 0 0 2

合計 24 100.0% 割合 44.4% 22.2% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 22.2%

※前回利用者数：2名

今後３年以内のサービスの利用

今よりも利用を増やす 1 4.2%

今と同じくらい利用 10 41.7% 「４．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由

今よりも利用を減らす 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ 無記入

利用予定なし 10 41.7% 件数 3 4 1 0 0 0 0 0 1 1

合計 21 87.5% 割合 30.0% 40.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 10.0%

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため　　ウ．すでに別のサービスの提供を受けている

エ．サービス利用時間の都合が合わないため　　オ．地域にサービス提供場所がないため　　カ．利用料金がかかるため

キ．サービスがあることを知らなかったため　　ク．引き受けてくれる事業所が見つからないため　　ケ．その他の理由

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため　　ウ．すでに別のサービスの提供を受けている

エ．サービス利用時間の都合が合わないため　　オ．地域にサービス提供場所がないため　　カ．利用料金がかかるため

キ．サービスがあることを知らなかったため　　ク．引き受けてくれる事業所が見つからないため　　ケ．その他の理由

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため　　ウ．すでに別のサービスの提供を受けている

エ．サービス利用時間の都合が合わないため　　オ．地域にサービス提供場所がないため　　カ．利用料金がかかるため

キ．サービスがあることを知らなかったため　　ク．引き受けてくれる事業所が見つからないため　　ケ．その他の理由

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため　　ウ．すでに別のサービスの提供を受けている

エ．サービス利用時間の都合が合わないため　　オ．地域にサービス提供場所がないため　　カ．利用料金がかかるため

キ．サービスがあることを知らなかったため　　ク．引き受けてくれる事業所が見つからないため　　ケ．その他の理由
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⑧医療型児童発達支援

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 2 8.3% ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ 無記入

利用していない 22 91.7% 件数 13 2 1 0 2 0 1 0 1 2

合計 24 100.0% 割合 59.1% 9.1% 4.5% 0.0% 9.1% 0.0% 4.5% 0.0% 4.5% 9.1%

※新規設問

今後３年以内のサービスの利用

今よりも利用を増やす 0 0.0%

今と同じくらい利用 2 8.7% 「４．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由

今よりも利用を減らす 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ 無記入

利用予定なし 21 91.3% 件数 14 3 0 0 2 0 0 0 1 1

合計 23 100.0% 割合 66.7% 14.3% 0.0% 0.0% 9.5% 0.0% 0.0% 0.0% 4.8% 4.8%

⑨放課後等デイサービス

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由（重複あり）

利用している 17 70.8% ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ 無記入

利用していない 7 29.2% 件数 3 4 0 0 0 1 0 0 0 0

合計 24 100.0% 割合 42.9% 57.1% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

※前回利用者数：17名

今後３年以内のサービスの利用

今よりも利用を増やす 4 16.7%

今と同じくらい利用 14 58.3% 「４．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由（重複あり）

今よりも利用を減らす 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ 無記入

利用予定なし 5 20.8% 件数 3 1 0 0 0 1 0 0 1 0

合計 23 95.8% 割合 60.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0%

⑩居宅訪問型児童発達支援

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ 無記入

利用していない 24 100.0% 件数 20 2 0 0 0 0 0 0 0 2

合計 24 100.0% 割合 83.3% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3%

※新規設問

今後３年以内のサービスの利用

今よりも利用を増やす 0 0.0%

今と同じくらい利用 0 0.0% 「４．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由

今よりも利用を減らす 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ 無記入

利用予定なし 23 95.8% 件数 19 3 0 0 1 0 0 0 0 0

合計 23 95.8% 割合 82.6% 13.0% 0.0% 0.0% 4.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため　　ウ．すでに別のサービスの提供を受けている

エ．サービス利用時間の都合が合わないため　　オ．地域にサービス提供場所がないため　　カ．利用料金がかかるため

キ．サービスがあることを知らなかったため　　ク．引き受けてくれる事業所が見つからないため　　ケ．その他の理由

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため　　ウ．すでに別のサービスの提供を受けている

エ．サービス利用時間の都合が合わないため　　オ．地域にサービス提供場所がないため　　カ．利用料金がかかるため

キ．サービスがあることを知らなかったため　　ク．引き受けてくれる事業所が見つからないため　　ケ．その他の理由

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため　　ウ．すでに別のサービスの提供を受けている

エ．サービス利用時間の都合が合わないため　　オ．地域にサービス提供場所がないため　　カ．利用料金がかかるため

キ．サービスがあることを知らなかったため　　ク．引き受けてくれる事業所が見つからないため　　ケ．その他の理由
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⑪保育所等訪問支援

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ 無記入

利用していない 24 100.0% 件数 10 8 4 0 0 0 0 0 2 0

合計 24 100.0% 割合 41.7% 33.3% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3% 0.0%

※前回利用者数：0名

今後３年以内のサービスの利用

今よりも利用を増やす 1 4.3%

今と同じくらい利用 0 0.0% 「４．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由（重複あり）

今よりも利用を減らす 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ 無記入

利用予定なし 22 95.7% 件数 12 9 2 0 0 0 0 0 1 0

合計 23 100.0% 割合 54.5% 40.9% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.5% 0.0%

⑫福祉型児童入所施設

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ 無記入

利用していない 24 100.0% 件数 17 3 1 0 1 0 0 0 0 2

合計 24 100.0% 割合 70.8% 12.5% 4.2% 0.0% 4.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3%

※新規設問

今後３年以内のサービスの利用 「２．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由

利用予定あり 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ 無記入

利用予定なし 23 100.0% 件数 17 3 1 0 1 0 0 0 1 0

合計 23 100.0% 割合 73.9% 13.0% 4.3% 0.0% 4.3% 0.0% 0.0% 0.0% 4.3% 0.0%

⑬医療型児童入所施設

現在のサービスの利用 「２．利用していない」を選択したもののうち、その理由

利用している 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ 無記入

利用していない 24 100.0% 件数 18 2 1 0 1 0 0 0 0 2

合計 24 100.0% 割合 75.0% 8.3% 4.2% 0.0% 4.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3%

※新規設問

今後３年以内のサービスの利用 「２．利用予定なし」を選択したもののうち、その理由

利用予定あり 0 0.0% ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ 無記入

利用予定なし 23 100.0% 件数 18 2 1 0 2 0 0 0 0 0

合計 23 100.0% 割合 78.3% 8.7% 4.3% 0.0% 8.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

問31 将来、どのような暮らしをしたいと思っているか 前回値

家族と暮らしたい 7 29.2% 44.8%

ひとりで暮らしたい 6 25.0% 3.4%

わからない 11 45.8% 51.7%

合計 24 100.0% 100.0%

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため　　ウ．すでに別のサービスの提供を受けている

エ．サービス利用時間の都合が合わないため　　オ．地域にサービス提供場所がないため　　カ．利用料金がかかるため

キ．サービスがあることを知らなかったため　　ク．引き受けてくれる事業所が見つからないため　　ケ．その他の理由

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため　　ウ．すでに別のサービスの提供を受けている

エ．サービス利用時間の都合が合わないため　　オ．地域にサービス提供場所がないため　　カ．利用料金がかかるため

キ．サービスがあることを知らなかったため　　ク．引き受けてくれる事業所が見つからないため　　ケ．その他の理由

※利用していない・利用予定なしの理由

ア．サービスを受ける必要がないため　　イ．サービスの対象者に含まれないため　　ウ．すでに別のサービスの提供を受けている

エ．サービス利用時間の都合が合わないため　　オ．地域にサービス提供場所がないため　　カ．利用料金がかかるため

キ．サービスがあることを知らなかったため　　ク．引き受けてくれる事業所が見つからないため　　ケ．その他の理由
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問32

前回値 その他

周囲の人の障がいへの理解 11 14.3% 19.6% ・年齢が低いため想像できない

働くための訓練・就労に向けた支援 16 20.8% 24.7%

ホームヘルプサービスの充実 2 2.6% 1.0%

医療やリハビリテーションの充実 2 2.6% 1.0%

自立生活のための訓練・指導 13 16.9% 18.6%

働く場所の確保 17 22.1% 16.5%

ホームヘルプサービスの充実　　　 1 1.3% 0.0%

財産管理や見守り等の支援 6 7.8% 2.1%

グループホームの整備 2 2.6% 7.2%

移動支援の充実 4 5.2% 7.2%

特にない 2 2.6% 2.1%

その他 1 1.3% 0.0%

合計 77 100.0% 100.0%

問33 前回値

ある 6 25.0% 25.9%

少しある 10 41.7% 48.1%

ない 7 29.2% 25.9%

無記入 1 4.2% 0.0%

合計 24 100.0% 100.0%

問34

前回値 その他

学校・仕事場 7 13.7% 15.2% ・保育

仕事を探すとき 0 0.0% 9.1%

外出先 8 15.7% 18.2%

余暇を楽しんでいるとき 3 5.9% 21.2%

病院などの医療機関 5 9.8% 12.1%

住んでいる地域 2 3.9% 12.1%

その他 2 3.9% 6.1%

合計 27 52.9% 93.9%

問35

前回値 その他

地域行事への参加など、地域住民と

の交流機会を増やすこと 8 15.7% 12.1%

教育現場での障がい者に関する教育

や情報の提供 16 31.4% 30.3%

障がいについての正しい知識の普及

啓発のための講演会等の開催 4 7.8% 15.2%

障がい者作品展や障がい者と交流す

るイベントの開催 1 2.0% 3.0%

障がい者の生活や障がいについての

正しい知識等を伝えるリーフレット

の発行 7 13.7% 12.1%

障がい者の一般企業への就労の促進 14 27.5% 21.2%

その他 0 0.0% 3.0%

特にない 1 2.0% 3.0%

合計 51 100.0% 100.0%

問36 成年後見制度を知っているか 前回値

名前も内容も知っている 9 37.5% 26.7%

名前は聞いたことがあるが、内容は

知らない 13 54.2% 33.3%

名前も内容も知らない 2 8.3% 40.0%

合計 24 100.0% 100.0%

問37 マイナンバーカードを持っているか

持っている 18 75.0%

持っていない 5 20.8%

無回答 1 4.2%

合計 24 100.0%

・住む場所、アパート系は受け入れてくれても苦情になってしまう（叫ん

だりじたんだを踏み音をたてる為

児童に障がいがあることで、差別や嫌な思いをしたことはあるか

問33で「1.ある」「2.少しある」を選択した方が差別や

嫌な思いをした場所（重複あり）

障がいのある方へ地域の理解を進めていく上でなにが必

要か（重複あり）

希望する暮らしのために必要と思うことはなにか（重複

あり）
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問38 要望等自由記載

アンケートに答えてみると、知らなかったサービス内容があり驚きました。我が家の場合には、通院の際に介助してくださる方がいると大

変助かると感じました。依頼する場合は、どこに聞きに行けばよいか等知りたいです。情報をたくさん教えていただきたいです。

身体は健常で知的障害もないため障害があると周囲に伝わらない（発達障害）ことがとても大変。多動、情緒面など様々な症状があり、常

に見守りが必要で仕事をすることもままならない事もあるのに、身体障害や重度の障害の人に比べて利用できるサービスが少ないし、手帳

などもないので何の保障や支援もないと感じる。保育園～小学校低学年以降はあまり利用できるサービスもないし、学校の選択肢も少ない

ので、将来が不安に思うこともある。福祉サービスなどの情報も入ってこない。

住居関係で騒音や声を出してしまう子供も多いと思います。一軒家のご家庭であれば問題はないかと思いますが、母子家庭であり市営住宅

戸建を申請しようにも空きが出ない状況です。アパートでは近隣の方へ迷惑をおかけしているのが現状です。早く行き先を見つけ、児童が

少しでも自由にできる環境にしてあげたいと思ってますが、本当に必要な人が市営を利用できないのか…と困っています。

利用中の放課後デイでは、相談にのってくださったり、オープンな環境で楽しく過ごさせて頂いています。

家に一番近い総合病院で診療を断られており、隣の市や他県で診療しなくてはいけないので医療サービスを充実してほしい。人口減少や担

い手の不足により、今後障害者を支援する施設やサービスレベルが低下する懸念されるので、今後も将来を見据えてサービスの充実に取り

組んでいただきたい。

グレーゾーンや軽度の障害に対するケアやペアレントトレーニングを受ける機会が早い時期に欲しい。親の関わり方が子供にとっては全て

だと思うので、親が障害を受け止めていく過程で、子供に関わる方法を同時並行して学べると良い。鹿角の場合、子供が「ピーターパン」

に参加している時に、親は「ペアレントトレーニング」が受けられると良いと思う。私が通っている時に欲しかったと思えるので。

このアンケートがどのような資料になるのかがよくわかりません。３年くらい経ちますが周りの目や意見に変化がないです。知ってる人は

知ってる、知らない人は知らないので、アンケートの意味はない気がします。

行政や障がい者の自立支援に関わる全ての人に感謝申し上げます。支援・サポートなど、きめ細やかな対応を日々されており救われている

家族・障がい者もたくさんいます。私たち家族も同じです。ありがたく思っています。ますますニーズが高くなり対応にも苦労されると思

いますが、私たちも自立に向け家族として本人とともに努力してまいります。今後ともよろしくお願いします。

鹿角市にもペアレント・メンターを配置してほしい。
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